
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

機械設備図面リスト NOSCALE

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-00

C4　機械システム工学棟

C1-2　便所棟

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

NOSCALE

1/50

縮尺

M-03

1/50

1/50

図面名称

M-01

共通　給排水衛生設備　衛生器具リストM-02

番号

M-04

M-06

図面リスト

NOSCALE

1/50

C1-2　換気設備　2階平面詳細図（撤去・改修後） 1/50

M-07

C4　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

C4　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

M-05

M-08

C1-2　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

C1-2　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

C4　給排水衛生設備　3階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

機械設備特記仕様書

1/50M-10 C4　換気設備　1～3階平面詳細図（撤去・改修後）

1/100

M-09

C4　給排水衛生設備　1階平面図（撤去・管更生・改修後）



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

機械設備特記仕様書 NOSCALE

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-01

有 馬 工 業 所

既設便所棟（C1-2）・機械システム工学棟（C4）の便所改修に伴う洗面・手洗い用の

既設排水管の管更生を行う。

　 ｯｸﾘｽﾄ

適 用 項 目

項　目

※

給 湯 設 備

給 水 設 備

ハ　本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、

４ 完成図

３ 施工監理ﾁｪ

ガ ス 設 備

受 水 設 備

衛 生 器 具 設 備

※

排 水 通 気 設 備

※

　　その指示に従い施工する。

工事期間・限
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ニ　その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

１ 施工基準

２ 監理指針

２

11

12

工事種目 備　　　　考適用

別途工事

10

４

工　　　種

５

計

名　　　　称

工事概要説明

No

８

　

建
　
　
物
　
　
概
　
　
要

一般共通事項の扱いは、本工事が単独の工事又は分離発注の場合は以下の全項目を適用し、

１

他工事に含まれる一括発注の場合は、※印を付したものを適用する。

延面積（㎡） 棟数

※該当工事には適用欄に○印を附す。

項　目

備　　考No

特　　　記　　　事　　　項

構　造 階　数
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６ 消 火 設 備

３

７

９

特　　　記　　　事　　　項

工 事 名 称

工 事 場 所

備工事

仕様書

・工事区分表による。

機械設

２．項目は、○、※印の付いたものを適用する。

１．図面及び仕様書に記載されていない事項は、すべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕

施工に際し、施工手引き書である機械設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建

イ　本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面 10 葉及び標準仕様書

　　により完全に施工する。なお上記相互間に相違のある場合の優先順位は記載の順序とする。

新設 改修

２

3・5・7 １

区　　分

着工前

分類・規格

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ 状況によりつなぎ写真

部数(ネガ1枚に付)撮影枚数 備　　　　考

定期提出

工事中

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

２

6・10・20

月末報告用ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

１

3・5・7

必要に応じｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

完成時

写真撮影は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方-建築設備編-」に準ずる。

完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。工事写真は全て工事写真帳に貼り付け提出する。

完成図の種類、記入内容および様式は標仕により作成し、原図、ＣＡＤデータおよび焼付製本

(縮小版A4サイズ)　　部を提出するものとする。

なお、標仕1.7.2(1)図面の種類に本特記仕様書を加えたものとする。

５ 保全に関す 保全に関する資料は標仕により作成し、監督員に指示された必要部数の原本、複写図および

電子データを提出するものとする。なお、作成に際しては、国土交通省作成の「建築物等の利用に

６ 工事写真

７ 現場代理人

による。

原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。

関する説明書作成の手引き」を参考とし、詳細については監督員の指示による。

　る資料

契約約款第10条第3項の規定に基づく現場代理人の常駐義務を緩和する期間および本工事における

現場代理人が他の工事の現場代理人を兼務できる条件は､別に定める「現場代理人の常駐に関する

材等の選定

合は､監督職員の承諾を受ける｡

ることとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場

各種下請業者、機器材料等県内で供給できるものについては、極力県内業者、県産品を選定す※

　　　　　　　　　・冷凍・空気調和機施工：１級　　　　　・建築板金施工

適用工事種別　　　・配管施工：１級　　　　　　　　　　　・熱絶縁施工：１級

請負人は､建設業法で定める専任の技術者の任命を行い､現場に派遣し､技術管理にあたらせること。８ 技術管理

９ 技能士

10 下請業者機

　術者等の工事現場への専任を要しない。

　　なお、日程上の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期完了後の監理技

　　仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場へ

　・　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、資機材の搬入又は

　　術者の工事現場への専任は要しない。

①　技術者の専任を要しない期間

②　滋賀県建設工事請負契約約款(以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を

　完了した日から契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場へ

　の専任を要しない。なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該

　検査の結果を通知した日(契約約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

　　との打合せにおいて定める。

　　の専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員

　①現場代理人の常駐を要しない期間

運用基準（滋賀県土木交通部）」による。

項　　目適用種目 特　　　記　　　事　　　項

※工事図記号（凡例）は別図（　　　　）による。

ポ ン プ

タ ン ク

弁 類

配　　　　管　　　　類 ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

適用 機 材 名 製 造 業 者

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

使 用 機 材 製 造 者 指 定

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書　

　　　の工事現場への常駐は要しない。

　　行われていない期間については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。

　②工事が完成し、事務手続き、後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が

　　・請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は

　　　仮設工事等が開始されるまでの期間）については、現場代理人の工事現場への常駐を要しな
　い。なお、現場施工に着手する日については､請負契約の締結後､監督職員との打合せ

において定める。

ロ　必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

現場代理人は､受注者との直接的な雇用関係が確認できる資料を監督職員に提出すること。

○○

○

○

○

○

　様書、同改修工事標準仕様書および同設備工事標準図の令和４年度版機械設備工事編（以下､「標仕」という）

築課　２０１９年度版）に従う。

　　・請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、現場代理人

　・請負契約の締結翌日から令和　年　月　日までの期間については、主任技術者または監理技

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修機械設備工事監理指針（令和４年版）に準ずる

　　　　　　日間　　・　　令和　　　年　　　月　　　日

上記に伴う機械設備工事の一切を行う。

引渡を要するもの:

ストシステムにより的確に実施すること。

速やかに報告のこと。

る資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化等を

②「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱

を遵守し、一定規模以上の工事においては、再生資源利用「促進」計画書及び同実施書を作成し

　 の処理

15 産業廃棄物

①本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係

を提出して承諾を受けること。

※ 工事着手前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講ずること。14 公害対策

その機能を低下せしめてはならない。

施工に際し、既設内容、取合いをよく調査すると共に既存施設の担当者と十分協議を行い、※

コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強及び仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開

口部補強は建築工事とするも、事前に施工図を作成し、監督職員、建築工事業者承認の上とする｡

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書及びその写し各一部を※ 11 検査合格書

12 建築工事と

13 既存設備関

提出すること。なお、責任施工のものは､請負契約者､施工下請業者､材料製造所連名書とする。　 等

　 の取合い

　 係

受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書

実施すること。また、着工前の同法第１１条の「通知」は受注者が提出のこと。

③受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法１２条の３によるマニフェ

16 発生材の処理

滋賀県の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入　

による不当

介入の排除

に関する通報制度」の徹底について）

1 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発注工事等に対して

不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要求または業務の

妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で

速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

(別記様式第１号)により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

十分に指導を行うものとする。

また、請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、

2 受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書

3 受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

場合は、監督職員と協議するものとする。

　公共事業に係る環境配慮指針実施要領に基づく、チェックシートを作成し提出すること。

30 暴力団員等

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、（　建築工事　電気設備工事　20 統括安全衛生

管理義務者

実施状況

21 創意工夫等

機械設備工事　）の受注者を指名する。

　受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、または地域社会

社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに提出することができる。

タ　環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

　（参考URL http://www.pref.shiga.jp/d/haikibutsu/gomizero/h2112reeflet.pdf）

(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

　 の連絡協議

　要領に準ずる。

ヘ　建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は標準仕様書の屋内配管の支持

※

密にすること。

図ること。また、工事区分の取合について図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を

　 の保管管理

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共

に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

　 収等

その旨報告する。

場において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときは、速やかに監督職員に両の電波法

を提出し徹底を図ること。止措置

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。

　 意事項等

イ　液化石油ガス設備工事を施工するものは、特定液化石油ガス設備工事事業者であること。

ロ　液化石油ガス設備工事の作業に従事する者は、液化石油ガス設備士であること。

ハ　液化石油ガスの各種検査は、供給者または保安機関の検査を受け合格すること(記録紙お

　よび検査写真を提出すること)。

ニ　給水配管の接合剤は、上水道用の接合剤とする(継手指定品を除く)。

ホ　地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープ

　を巻きモルタル埋めする。

ト　暖房給湯設備における試運転用油量は、オイルストレージタンクの1/3以上とする。

チ　空気調和設備における仕切弁については、100Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

ヌ　機械設備工事内で電気設備を含む場合には、別途電気設備工事に全て準ずる。

ル　機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

ヲ　風量調整ダンパー、防排煙ダンパー類は、全て工場製作品とし、(財)日本建築センターの

　防災認定マークを貼付されたものとする。

　取付ける。

ワ　配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

　の上、安全に処理する。

　等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また撤去工事は特に既設配管の行先を確認

ヨ　当該工事において、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督職員の指示により、迂回

カ　保温工事については、極力滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

22 別途工事と

23 シンナー等

24 フロンの回

26 工事関係車

27 過積載の防

28 技術検査

29 施工上の留

(1)受注登録の期限は、契約締結後10日以内とする。

(3)受注登録の内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更登録を行う

的に創意工夫等にかかる資料が監督員職員あて提出され、それらの項目が創意工夫等に該当する

と判断し、施工等に反映されていた場合に評価するものとし、実施前に施工計画書に記載または

資料等の提出がなされていない場合は評価しないものとする。

遵守

※

受注者は、工事別の業者間で互いに連絡をとり、定期的に協議会を行い、工事施工上の調整を

受注者は、工事請負代金　500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力シ

受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、現

受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を順守する旨を記載した施工計画書

等」という）に対する評価は、施工計画書にそのことが記載され、または事前に受注者から自主

冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、フロン排出抑制法に基づきフロンガスを

全量回収し、大気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した

材料、工法を用いないこと。

リ　コンクリート製排水桝、汚水桝、浄化槽と硬質塩化ビニル管の接続部は砂付き加工の

　工場製品を使用し、漏水防止を図る。

25 工事実績情報

の作成・登録

(2)竣工登録の期限は、工事完成後10日以内とする。

　こと。

ステムに基づき、「登録のための確認のお願い」を作成し監督職員の確認を受けた後、

(一財)日本情報総合センター(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「登録内容確認書

(工事実績)」の写しを監督職員に提出しなければならない。提出の期限は以下のとおりとする。

※

規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号　　・設けない

　　　衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

務所

ずること。また、施設運営についても、担当者と協議を行い支障なき様に努めること。

ると共に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなき様留意し、全般に支障なき様万全の策を講

工事車輌の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置す

18 監督職員事

19 安全対策

備品　机、いす、書棚、黒板、製図板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、受注者加入電話の子機、

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。17-1 保険の付与

　及び事故の補償

(法定外の労災保険

の付与)

受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。17-2 保 険 等

　 促進型工事

32 週休2日取組

(受注者希望方式)

本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して週休２日に取り組む旨を協議した上で工事を

実施する週休２日取組促進型工事(受注者希望方式)である。費用の計上等の運用にあたっては、

「（営繕工事版）週休２日取組促進型工事実施要領」により行う。

　４週８休以上の現場閉所（現場休息）を前提に労務費を補正して予定価格を作成しており、

４週８休に満たない場合は、現場閉所（現場休息）の状況に応じて請負代金額のうち労務費補正分を

減額変更する。週休２日の取り組みを実施しない場合は、請負代金額のうち労務費補正分を

減額変更する。

31 環境配慮指針

排水配管：硬質塩化ビニル管 VP

本工事では次の制御を行なう。

中 央 監 視

自 動 制 御

直だき吸収式冷温水発生機(単効用・二重効用)、

水冷チリングユニット、空冷式ヒートポンプチラーユニット

中央監視盤を設け、システムの集中運転監視を行なう。

冷 温 熱 源 機

鋳鉄製ボイラー、鋼製ボイラー

空 気 調 和 機 立型ユニット型空調機、横型ユニット型空調機

放 熱 器

冷却水管：ビニルライニング鋼管 VA、ポリ粉体ライニング鋼管 PA

冷温水管：水道用亜鉛めっき鋼管、耐熱性ビニルライニング鋼管

( ターボ・スクリュー・遠心・吸収 )冷凍機

冷媒配管：脱酸銅管Ｌ、断熱材被覆銅管

配 管 材 料

・　　　　　　　　

：SUS304溶接鋼管、圧力配管用炭素鋼鋼管 (黒)

ファンコイルユニット、ファンコンベクタ、コンベクタ、ベースボードヒータ

保 温 保 冷

・

パッケージ型空調機

油 配 管

施工は標準図による。

床置型、天井吊型、天井埋込型、天井カセット型、壁掛型
　

冷

房

設

備

　
空
気
調
和
設
備

　

暖

房

設

備

工事範囲及び説明

排 煙 方 式

工事範囲及び説明

排 煙 機

Ｂ方式＝煙感知器 → 中継器

　　　　手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

Ａ方式＝手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

　　　　　　　　　　　↓

屋 内 配 管

工事範囲及び説明

　　　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PD　　　　　　　

配 管 材 料

給 水 方 式 直圧式、加圧式、重力式

　　　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PD

屋 外 配 管：硬質塩化ビニル管 HIVP、ビニルライニング鋼管 VD

水圧試験を行い漏水のないようにする。水 圧 試 験

継 手 、 弁 等

水 質 試 験

保 温 工 事

ライニング鋼管には管端防食継手(埋設部は外面樹脂被覆型)、管端防食型弁、

ライニング弁を使用する。

ポリブテン管、水道用ポリブテン管、架橋ポリエチレン管

２

給

水

設

備

飲適試験(１０項目+残留塩素)を行う(　　　箇所)。

屋外配管：硬質塩化ビニル管 HIVP･VP、ビニルライニング鋼管 VD

受 水 タ ン ク

要、不要

　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PD

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ

給 水 ポ ン プ

揚 水 ポ ン プ

保 温 工 事

配 管 材 料

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（1.0・1.5・2.0）G

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（0.6・1.0・1.5）G

施工は標準図による。

高 置 タ ン ク

貸与、本工事

工事範囲及び説明

量 水 器

１

受

水

設

備

負 担 金 等

屋内配管：ビニルライニング鋼管 VA

　建設業法（昭和24年法律第100号）第25条の27第2項の規定に基づき「建設工事公衆災害防止対策

　要綱（国土交通省告示第496号　令和元年9月2日、以下「新要綱」）」が告示されたため、公共

33 建設工事

公衆災害防止

対策要綱 　建築工事標準仕様書に位置付けのある「建設工事公衆災害防止対策要綱」は新要綱に読み替える。

34 施工計画書

　拡大防止対策を記載するものとする。

　受注者は、施工計画書の作成にあたり、「その他」の事項として新型コロナウイルス感染症の感染

　必要と認める拡大防止対策のうち共通仮設および現場管理の範囲を超え、受注者が追加で費用を要する

　拡大防止対策を行う場合は、受発注者間で設計変更の協議を行うこととする。協議における資料は

　受注者の負担により作成するものとする。

一

般

共

通

事

項

項　　目適用種目 特　　　記　　　事　　　項

項　目 特　　　記　　　事　　　項

工事範囲及び説明

３

排

水

通

気

設

備

工事範囲及び説明

器具リストによる。衛 生 器 具

４

衛

生

器

具

設

備
そ の 他 衛生器具・手すりの取付けにあたってはメーカーが指定する補強を行うこと。

要、不要

貸与、本工事

負 担 金 等

ガ ス 計 量 器

５

ガ

ス

設

備

そ の 他

ガ ス の 種 別 都市ガス(13A)、プロパンガス

試 験 気密試験後、点火試験を行い燃焼の確認、機器調整を行う。

屋 外 配 管配 管 材 料

屋内埋設配管：ポリエチレン被覆鋼管、ビニル被覆鋼管

：配管用炭素鋼鋼管 (白)、フレキ管（SUS）屋 内 配 管

ポリエチレン管（埋設部）

：配管用炭素鋼鋼管 (白)（露出部）､ポリエチレン被覆鋼管（埋設部）､

配管については、大阪ガスの責任施工とする

消 火 栓 箱

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ

消 火 充 水 槽

消 火 水 槽

消 火 ポ ン プ

工事範囲及び説明

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、（専用・受水槽兼用）

配 管 材 料 屋 外 配 管

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3

：ビニル被覆鋼管　ＳＧＰ－ＶＳ・配管用炭素鋼鋼管（白）

屋内配管　　：配管用炭素鋼鋼管（白）

保 温 屋外露出配管は、保温すること。

６

消

火

設

備

自 動 制 御 機 器

製 缶 類

ガ ス コ ッ ク 類

換 気 扇

貯 湯 式 湯 沸 器

給 湯 器

全 熱 交 換 器

浄 化 槽

送 風 機

防 振 継 手

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ( S U S )

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ( ｺ ﾞ ﾑ )

排 水 金 物 類

グ リ ス ト ラ ッ プ

衛 生 陶 器 類

消 火 栓 箱

ボ イ ラ

冷 却 塔

フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト

排 煙 機

防火･防煙･排煙ダンパー

吹 出 口 ・ 吸 込 口

厨 房 機 器

ガ ス 集 合 装 置

空 調 機

放 熱 器

冷 温 水 発 生 機

冷 凍 機

量 水 器

T O T O L I X I L

樹 脂 製 桝

三 菱 テ ラ ル 荏 原

フ ー ド

　　滋賀県彦根市八坂町2500

工事範囲及び説明

既設（2号消火栓）

（建築・電気）

　　滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

滋賀県立大学の便所改修を行う

屋内ﾋﾟｯﾄ配管：水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP

排 水 方 式

配 管 材 料

単独式、合流式、屋内分流屋外合流式

保 温 工 事

硬質塩化ビニルリサイクル三層管 RF-VP

下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管RS-VU（埋設部）

　　　　　耐火性硬質塩化ビニル管 FS-VP、耐火二層管（2階3階部分）

曲がり部はできる限り大曲がりエルボを使用し、排水の流通を良くする。そ の 他

屋外配管：硬質塩化ビニル管 VP ･ VU、VP(露出）VU（埋設）

屋内配管：既設管にライニング管更生（TT-SLトルネード工法）を行う

　　　　 通気管はSGP(黒)とする

T O T O L I X I L

既設便所棟（C1-2）・機械システム工学棟（C4）の便所改修に伴う器具改修を行う。

既設便所棟（C1-2）・機械システム工学棟（C4）の便所改修に伴う各器具への供給を

既設便所棟（C1-2）・機械システム工学棟（C4）の便所改修に伴う各器具の排水を
既設排水管への接続を行う。

協 立 ｴ ｱ ﾃ ｯ ｸ 空 研 工 業

行う。

９

10

11

12

空 気 調 和 設 備

暖 房 設 備

排 煙 設 備

冷 房 設 備

換 気 設 備 ○○

なお、学校の長期期間（夏休・冬休・春休）は、監督員と協議の上、非対象期間とすることができる。

　ただし、工事成績評定においての高度技術、創意工夫または地域社会への貢献(以下「創意工夫

※

※

※

※

※

※

熱 源

給 湯 ボ イ ラ 鋳鉄製セクショナルボイラ、鋼製ボイラ、ガス炊きボイラ

保 温 工 事

配 管 材 料

Ａ重油、灯油、ＬＰガス、都市ガス(13A)、電気

脱酸銅管Ｍ、ステンレス鋼管、耐熱ビニルライニング鋼管

改修を行う。

電気温水器、給湯器

保温付き被覆銅管（保温厚14mm以上）、ポリブテン管

７

給

湯

設

備

工事範囲及び説明

電気温水器の新設を行う。

ダ ク ト

送 風 機

機器リストによる。

工事範囲及び説明

送風機据付については、防音、防振に注意して施工のこと。施 工

機 器

保 温

壁付換気扇・天井埋込換気扇・全熱交換器・ダクトファン

外壁より２ｍ以内は保温すること。

既設便所棟（C1-2）・機械システム工学棟（C4）の便所改修に伴う機器・ダクトの８

換

気

設

備

○ ○ 洗面器付属の貯湯式電気温水器の設置を行う。



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

共通　給排水衛生設備　衛生器具リスト NOSCALE

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-02

横水栓（T23AEQ20C）、リムカバｰ（TK22）、バックハンガー共、止水栓共、床排水金具共掃除用流し

化粧鏡

YMK50K

男
子
便
所

全身用300×16×1500、取付金具共化粧鏡

参　考　品　番

TOTO

EL80017

UTR422S

SK22A

ボウル一体型洗面器（2連）

女
子
便
所

14

L=2670、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）×3、水せっけん入れ（TS126AR）×3、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

女
子
便
所

EL80015

XPU22B（マイクロ波センサー）

CFS498BMT（フラッシュタンク式）

洗面器用450×600、取付金具共

LS351CM、スタンダード、ボウル3連、陶器タイプ

11

男
子
便
所

XPU22B（マイクロ波センサー）

モップ掛けパネル

壁掛小便器（3連）

壁掛小便器（2連） 3

更
衣
室（

女
子
便
所）

2

9

4

4

1

1

6

1

更
衣
室（

男
子
便
所）

小便器（XPU22B）×2、ライニングパーツ（UAUN82RA2W＝2連用）、小便器用手すり（T115CU3R＃NW1）、ハイドロセラ・フロア（AB690BR＃HB4）×2

小便器（XPU22B）×3、ライニングパーツ（UAUN83LA2W＝3連用）、小便器用手すり（T115CU3R＃NW1）、ハイドロセラ・フロア（AB690BR＃HB4）×3

1階 2階 3階

C4　機械システム工学棟

男
子
便
所

女
子
便
所

C1-2　便所棟

2階

女
子
便
所合計付　属　品

L=1750、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）×2、水せっけん入れ（TS126AR）×2、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

L=1200、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

LS351CM、スタンダード、ボウル2連、陶器タイプ

LS351CM、スタンダード、陶器タイプ

ボウル一体型洗面器（3連）

便座（TCF5534＝貯湯式、擬音装置、便蓋あり、AC100V電源、消費電力311W）、センサースイッチ（HE37）、SUS製棚付2連紙巻器（YH702）

（新設）衛生器具リスト

器　具　名

洋風便器

ボウル一体型洗面器

化粧鏡 洗面器用450×1000、取付金具共

男
子
便
所

YKH22フック

2

3 2 2 1 2 1 2 1

1 1 1

1

1 11 1 1 1

1

1

1 1 1 1

1 1 11

1 1

2 3 1 1 1 1 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1

1 1

器具取付部分の補強は建築工事とするが、補強の必要箇所及び採用メーカーの取付要領を建築工事施工業者へ提示し、調整を行うこと

設備より建築へハイドロセラフロアを支給し、建築工事で取付を行うこと7.

6.

4. 色の選択が可能な器具類について、発注者と協議のうえで決定すること

採用するメーカーの仕様書を電気設備施工業者へ提示し、電源供給（器具の位置）等の調整を行うこと

ライニング、カウンター等の詳細図寸法について、建築施工図を確認したうえで発注すること3.

リストに記載なき必要な付属品は標準品を設置すること2.

5.

品番は便宜上、TOTO（株）とする

注記事項

1.

便器消毒ディスペンサー（サラヤ:SC-460C）便器消毒ディスペンサー 114 3 2 2 1 2 1 2



65 埋設

(50 埋設)

RD

（65 屋外露出),（100 屋外露出),(50 屋外露出)

☆

(GV50)

100 埋設

(100 屋外露出)

(100 埋設)

☆

(65 埋設)

(50 埋設)

RD

(65 屋外露出),(100 屋外露出),(50 屋外露出)

(GV50)
(100 埋設)

(100 埋設)

(100 屋外露出)

線種記号

記　号 名　称 備　考

RD

SGP-PA

DVLP、管更生

DVLP、管更生

雨水配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

雑排水配管

汚水配管

雨水配管

DVLP

DVLP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

線種記号

RD

給水配管

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C1-2　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-03

C1-2　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生）　S = 1/50 C1-2　給排水衛生設備　1階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

改修後撤去・管更生

２．細線は残置を示す

１．太線はライニング管更生を示す

注記

３．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

注記

２．細線は既設を示す

１．太線は新設を示す

４．☆は既設配管の接続箇所を示す

３．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする　　ただし、給水配管は立管仕切弁以降を撤去とする



３,９７０

32

25

(100)

25

(50) 50

(65)

25

40

(65)

(65)

(40)

(40)

20

25

(80)

☆

(50)
(65)

(40)

(100)

(1
00

)

25

(50)

25

25

20

20

25

(COA65)

(100)

(80)

25

(50)

50

(80)

20

☆

32

(65)

50

(50)

(40)

(COA100)

50

32

(100)

(100)

(100)

(100)

(40)

20

25

COA65

(COA100)

(COA100)

COA50

20

20

(80)(80)

(50)

(50)

40

20

25

(40)

(40)

(100 露出)

(100 露出)

RD

RD

(100 屋外露出)

☆

(65 屋外露出),(100 屋外露出),(50 屋外露出)

(100)

化粧カウンター

女子便所

SK

男子便所

☆

50
☆

☆
(GV50)

5
,
0
0
0

1
,
2
5
0

YB2

YB1

XB9 XB10

8,000

3,9704,030

収納

モップ掛けパネル

女子便所

SK

男子便所

化粧鏡300×1500×2か所

25

☆

25
(100)

25

(50)

20

50

(65)

25

(65)

(40)

(40)

25

(65)

(80)

フック

化粧鏡450×1000×3か所

25

(50)

(1
00

)

(50)
25

化粧鏡300×1500

20

(COA65)

65

(100)

25

(50)

50

☆

20

☆

30

(65)

(40)

☆

COA100

50

30

(100)

(100)

(100)

(100)
(40)

20

25

COA65

(COA100)

(COA100)

COA50

20

(80)(80)

(50)

(50)

40

20

(80)

(40)

(100)(露出)

(100 露出)

RD

RD

(100 屋外露出)

☆

(65 屋外露出),(100 屋外露出),(50 屋外露出)

更衣室

更衣室

(65)

(40)

(GV50)

(50)

(100)

化粧鏡450×1000×2か所

化粧鏡450×600

化粧鏡450×600

フック

3,9704,030

8,000

XB10XB9

1
,
2
5
0

5
,
0
0
0

YB1

YB2

50

75

1洗浄弁、紙巻器共和風大便器

1

注記）和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする　

3

数量

撤去・処分

2連壁掛型、水栓2個共

洗浄弁、紙巻器共

化粧鏡

洗面器

洋風大便器

2

仕様名称

女子便所

C1-2　2階

1

掃除流し

撤去・処分

小便器用

3連壁掛型、水栓3個共

壁掛型

3

1

4

2洗浄弁、紙巻器共

手すり

化粧鏡

洗面器

1

小便器

洋風大便器

数量仕様名称

男子便所

C1-2　2階

水栓共

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

DVLP

DVLP

SGP-PA

線種記号

記　号 名　称 備　考 備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

RD 雨水配管

備　考名　称記　号

線種記号

雑排水配管

汚水配管 DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

DVLP、管更生

RD

凡例

水栓

掃除口

洗浄弁

記　号 名　称 備　考

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

備　考名　称記　号

線種記号

既：SGP-PA　新：HIVP

雨水配管

40

SK

COA100★

★

★

★

COA100

★

★

★

COA65
★

★

★

COA100
★

★

★ ★

★

★

★

65 屋外露出,100 屋外露出

40

65

65

65

40

40

50

100

100

100

80
100

50

50

100 80 80
65

80

65

50 50

100

100 100

80

50

100

100

YB2

YB1

1
,
2
5
0

5
,
0
0
0

XB9

4,030

XB10

8,000

3,970

男子便所

女子便所

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C1-2　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-04

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること 　　特記なき給水、排水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

２．細線は既設を示す

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

注記

１．太線はライニング管更生を示し、床上掃除口は蓋の清掃とする

２．細線は残置を示す

C1-2　給排水衛生設備　2階平面詳細図（管更生）　S = 1/50

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

注記

１．太線は撤去を示す

２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

C1-2　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去）　S = 1/50 C1-2　給排水衛生設備　2階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

改修後管更生撤去

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す



男子便所

女子便所

EF

3

(丸型VC 250φ)

EA250φ

EA350φ

EA

EAチャンバー 500×500×500H

(EAチャンバー 1400×350×500H)

VD350φ

撤去

☆

(EA250φ)

EA250φ

(EA250φ)

(丸型VC 250φ)

EA350φ

EA250φ

EA350φ EA250φ

5
,
0
0
0

1
,
2
5
0

4,030

8,000

3,970

YB2

YB1

XB9 XB10

女子便所

250φ

EF

3-2

250φ

CD350φ

(丸型VC 250φ)

VD350φ

(EAチャンバー 1400×350×500H)

新設

新設
EF

3-1

(EA250φ)
(EA250φ)

(丸型VC 250φ)

EA

CD350φ

VD350φ

EA

☆☆

男子便所

400×200

250φ

325φ350φ

300×200

250φ 300×300

250φ
300×300

350φ350φ

3,9704,030

8,000

XB10XB9

1
,
2
5
0

5
,
0
0
0

YB1

YB2

OA
外気ガラリ GR 800×1800（建築工事）

600×500

OAチャンバー 800×350×1800H

注記）制気口・ボックス・ネックの撤去を行う注記）制気口・ボックス・ネックの撤去を行う

男子便所　(撤去・処分)

HS 300×300 [EA 800 m³/h]
1

500×500×500H (保温なし)

女子便所　(撤去・処分)

HS 300×300 [EA 800 m³/h]
1

500×500×350H (保温なし)

ダクト

記　号 名　称 備　考

VD 風量調整ダンパー

記　号 名　称 備　考

制気口

ベントキャップ

ダクト

記　号 名　称 備　考

逆流防止ダンパーCD

VD 風量調整ダンパー

記　号 名　称 備　考

制気口

ベントキャップ

注記）制気口・ボックス・ネックの新設を行う

注記）制気口・ボックス・ネックの新設を行う 注記）制気口・ネックの新設を行う　　　　　

男子便所　(新設)

HS 350×350 [EA 760 m³/h]
3

500×500×350H (保温なし)

女子便所　(新設)

HS 300×300 [EA 680 m³/h]
2

450×450×350H (保温なし)

HS 300×300 [EA 680 m³/h]
1

550×400×350H (保温なし)

廊下（新設）

VHS 700×500（F付） [OA 2,040 m³/h]
1

VHS 700×500（F付） [OA 2,280 m³/h]
1

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C1-2　換気設備　2階平面詳細図（撤去・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-05

C1-2　換気設備　2階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

改修後撤去

C1-2　換気設備　2階平面詳細図（撤去）　S = 1/50

４．☆は切断箇所を示す

３．特記なきダクトは天井内配管とする

注記

１．太線は撤去を示す

２．細線は残置を示す

４．☆は接続箇所を示す

３．特記なきダクトは天井内配管とする

注記

１．太線は新設を示す

２．細線は既設を示す

C1-1　便所棟　2階　女子便所LS型　式：天吊形

（kW）

斜流送風機

（φ-V）

LS

（撤去）換気機器リスト

EF-3-1形状：530×400×530H　　　重量：19kg

数

1

始動

C1-1　便所棟　2階　女子便所

仕　様：300φ × 1600㎥/h × 110Pa

容量

1-100

動力

1-100EF-3

　 注）送風機共通事項

　 注）撤去送風機共通事項

（台）

電圧

方式（kW）

備考

（φ-V）

数 機器仕様始動容量 設置室名電圧 備考

台

設置室名

台動力

機器仕様機器名称

0.15

記号

0.46

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記号

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

型　式：天吊形斜流送風機

機器名称

（新設）換気機器リスト

品番：（参考）JF-210SA21

仕　様：325φ × 2040㎥/h × 220Pa

（台）方式

品番：（参考）JF-210SA2C1-1　便所棟　2階　男子便所LSEF-3-2 1-100 0.46

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

型　式：天吊形斜流送風機 1

仕　様：325φ × 2280㎥/h × 260Pa



YA2

YA1

6
,
0
0
0

5,000

XA3 XA4

談話室・コモンスペース

M-07参照

資料室倉庫ロビー

エントランス

前室

テラス

学部長室

控室

(100)
(40)

(100)

(100)

(65)
(65)

(50)(50)

(100)

(100)

(100)

(100 埋設)(100 埋設)

備　考名　称記　号

線種記号

雑排水配管

汚水配管 DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

DVLP、管更生

★

(100)学部長室

控室

ロビー

テラス

エントランス

談話室・コモンスペース

前室

倉庫 資料室

M-07参照

YA1

YA2

6
,
0
0
0

XA4XA3

5,000

★ ★

100

(40)
(100)

100

(100)

100

(50) (50)

(65) (65)

(100 埋設) 100 埋設

雑排水配管

汚水配管 DVLP

DVLP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C4　給排水衛生設備　1階平面図（撤去・管更生・改修後） 1/100

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-06

３．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

注記

２．細線は既設を示す

１．太線は新設を示す

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

１．太線はライニング管更生を示す

注記

２．細線は残置を示す

C4　給排水衛生設備　1階平面図（撤去・管更生）　S = 1/100 C4　給排水衛生設備　1階平面図（改修後）　S = 1/100

改修後撤去・管更生



(100)

(40)

(50)

(COA100)

25

(50)

(40)

(65)

(65) (65)(50)

20

25

65

(COA100)
20

25

50

(COA100)

25

20

80

(COA50)

(COA100)

(COA65)
☆

☆

☆

(100)

(100)

(100) (50) (100) (65)

(65)

(100)

(100)(50)

(50)(100)

(100)

(100)

(8
0)

80

(50)

(50)

(65)

25

25

65

65

(GV50 PS内)

(100 PS内）,(100 PS内）,(65 PS内）,(100 PS内）

女子便所 男子便所

PS

SK
☆☆

(100)
屋外第１桝へ (100)

6
,
0
0
0

YA2

YA1

5,000

XA3 XA4

化粧鏡450×1000×2か所

化粧鏡300×1500

75

(100)

(40)

(50)

(COA100)

25

(50)

(100)

(65)

(65) (65)(50)

20

25

65

(COA100)

20

25

50

(COA100)×2

25

20

(COA50)

(40)

(COA65)

(100)

(100)

(100) (50) (100) (65)

(65)

(100)

(100)(50)

(50)(100)

(100)

(100)

(80)

75

(50)

(50)

(100)
(65)

25

25

65

65

(GV50)

(100 PS内）,(100 PS内）,(65 PS内）,(100 PS内）

女子便所 男子便所

PS

SK

☆

☆

☆☆

屋外第１桝へ

GV65

(100)

(100)

☆

モップ掛けパネル

化粧鏡300×1500

(100)

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

水栓共

C4　1階

男子便所

名称 仕様 数量

和風大便器

小便器

1

洗面器

化粧鏡

手すり

洗浄弁、紙巻器共 1

2

注記）和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする　

1

1

掃除流し

壁掛型

壁掛型、水栓1個共

撤去・処分

2

小便器用

1

撤去・処分

壁掛型、水栓1個共

数量

化粧鏡

1

C4　1階

女子便所

洋風大便器

洗面器

名称 仕様

2

洗浄弁、紙巻器共

注記）和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする　

和風大便器

1

洗浄弁、紙巻器共

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

DVLP

DVLP

SGP-PA

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

備　考名　称記　号

線種記号

雑排水配管

汚水配管 DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

DVLP、管更生

線種記号

記　号 名　称 備　考

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

★

COA100

★

★ ★

COA100

★

★

★

屋外第１桝へ

COA100

★

★COA100

★

★

100 PS内,100 PS内

100

100

100

100

50

50

40 40

100

100 50

80

50

100

100

100

(100)

100

50

SK

★

★

COA50

★

COA65

PS

100

100

65

100

100

100

65

65

65

女子便所 男子便所

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C4　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-07

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること 　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

２．細線は既設を示す

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

注記

１．太線はライニング管更生を示し、床上掃除口は蓋の清掃とする

２．細線は残置を示す

C4　給排水衛生設備　1階平面詳細図（管更生）　S = 1/50

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

注記

１．太線は撤去を示す

２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

C4　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去）　S = 1/50 C4　給排水衛生設備　1階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

改修後管更生撤去
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(65)

20
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20

(65)
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(100) (100)
(COA100)

25

20

(COA65)

(50)

☆

女子便所 男子便所

PS

SK

☆

☆
☆

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

☆

☆

(GV50)

25

40

(65),(100),(65),(100)

(65),(100),(50),(100)

(50)

30

(50)

75
75

(65)

(65)

(50)

(50)

(50) (50)

(65)

25

(50)

COA65

(COA65)

(80)

25

25
(50)

(40)

(65)

20

(COA100)

20

(65)

化粧鏡300×1500

(100)

(100)

(COA100)

25

20

(COA65)

(50)
女子便所 男子便所

PS

SK

65

(65)

40

☆

☆

モップ掛けパネル

化粧鏡300×1500

化粧鏡450×1000×2か所

6
,
0
0
0

YA2

YA1

5,000

XA3 XA4

掃除流し

小便器用

2

撤去・処分

壁掛型、水栓1個共

壁掛型

1

1

注記）和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする　

2

1洗浄弁、紙巻器共

手すり

化粧鏡

洗面器

1

小便器

洋風大便器

数量仕様名称

男子便所

C4　2階

水栓共

洋風大便器

洗面器

化粧鏡

洗浄弁、紙巻器共

壁掛型、水栓1個共

撤去・処分

数量

和風大便器 洗浄弁、紙巻器共 1

2

仕様名称

女子便所

C4　2階

1

注記）和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする　

1

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

DVLP

DVLP

SGP-PA

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

備　考名　称記　号

線種記号

雑排水配管

汚水配管 DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

DVLP、管更生

線種記号

記　号 名　称 備　考

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

COA65

65,100

★

★

★

★
★

★

COA65

★

COA100

★

COA100

★

★ ★

PS SK

65,100

女子便所 男子便所

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C4　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-08

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること 　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

２．細線は既設を示す

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

注記

１．太線はライニング管更生を示し、床上掃除口は蓋の清掃とする

２．細線は残置を示す

C4　給排水衛生設備　2階平面詳細図（管更生）　S = 1/50

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

注記

１．太線は撤去を示す

２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

C4　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去）　S = 1/50 C4　給排水衛生設備　2階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

改修後管更生撤去

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す
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PS

SK☆

☆

80
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☆

6
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0
0
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YA2

YA1

5,000

XA3 XA4

モップ掛けパネル

☆

30

(65)

75

化粧鏡300×1500

(65)

(50)

25

(65)

(50)

(65)

(GV50)

25

(50)
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(65)

25
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(100)
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20
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女子便所 男子便所

PS

SK

☆

化粧鏡300×1500

(80)
75

化粧鏡450×1000×2か所

☆☆

25

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

掃除流し 水栓共

C4　2階

名称 仕様

男子便所

数量

洋風大便器

1

洗面器

化粧鏡

手すり

洗浄弁、紙巻器共 1

2

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

1

1

壁掛型

壁掛型、水栓1個共

撤去・処分

2

小便器用

小便器

　　　和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

1洗浄弁、紙巻器共和風大便器

数量

撤去・処分

壁掛型、水栓1個共

洗浄弁、紙巻器共

化粧鏡

洗面器

洋風大便器

2

仕様名称

女子便所

C4　2階

1

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

1

　　　和風大便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

DVLP

DVLP

SGP-PA

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

備　考名　称記　号

線種記号

雑排水配管

汚水配管 DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

DVLP、管更生

線種記号

記　号 名　称 備　考

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

洗浄弁

掃除口

水栓

凡例

男子便所女子便所

100

50

65 65

50

50

100100

SKPS

65,100

(65),(100)

65

100

100

65

80

40

65

65

100

65

★
★ ★★

COA65

★

★

★

★

COA65

★

COA100

★

★

COA100

★

★ ★

XA4XA3

5,000

YA1

YA2

6
,
0
0
0

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C4　給排水衛生設備　3階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-09

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

撤去 管更生 改修後

C4　給排水衛生設備　3階平面詳細図（改修後）　S = 1/50C4　給排水衛生設備　3階平面詳細図（撤去）　S = 1/50

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

２．細線は残置を示す

１．太線は撤去を示す

注記

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

C4　給排水衛生設備　3階平面詳細図（管更生）　S = 1/50

２．細線は残置を示す

１．太線はライニング管更生を示し、床上掃除口は蓋の清掃とする

注記

３．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

注記

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

２．細線は既設を示す

１．太線は新設を示す

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管は天井内、PS内、空隙壁中配管とする

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること 　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする



EF
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撤去 撤去

☆

EF

18

男子便所

(丸型VC 150φ)(丸型VC 150φ)

☆

女子便所

PS

XA4XA3

YA1

YA2

5,000

6
,
0
0
0

EA200φ

EA

(EA150φ)

新設

EA150φ

(丸型VC 150φ)(丸型VC 150φ)

☆

EF

18
EA200φ

EA150φ

EA

EA

新設

☆
EA200φ

EF

18

EA200φ

EA150φ
EA150φ

VD200φ

女子便所 男子便所

VD200φ

(EA150φ)

PS

5,000

XA3 XA4

ダクト

記　号 名　称 備　考

VD 風量調整ダンパー

記　号 名　称 備　考

制気口

ベントキャップ

ダクト

記　号 名　称 備　考 記　号 名　称 備　考

ベントキャップ

注記）制気口・ボックス・ネックの新設を行う 注記）制気口・ボックス・ネックの新設を行う

×3×3

男子便所　(新設)

HS 200×200 [EA 280 m³/h]
2

350×350×300H (保温なし)

女子便所　（新設)

HS 200×200 [EA 280 m³/h]
2

350×350×300H (保温なし)

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

C4　換気設備　1～3階平面詳細図（撤去・改修後） 1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 M-10

C4　換気設備　1～3階平面詳細図（撤去）　S = 1/50

撤去 改修後

C4　換気設備　1～3階平面詳細図（改修後）　S = 1/50

１．太線は撤去を示す

２．細線は残置を示す

注記

４．☆は切断箇所を示す

３．特記なきダクトは天井内配管とする

２．細線は既設を示す

１．太線は新設を示す

注記

３．特記なきダクトは天井内配管とする

４．☆は接続箇所を示す

　　　　　　　　　　　　3階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　3階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　2階　男子便所　×1

　　　　　　　　　　　　2階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　1階　男子便所　×1

C4　機械システム工学棟　1階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　2階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　2階　男子便所　×1

仕　様：200φ × 560㎥/h × 180Pa

記号

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

型　式：消音形消音ボックス付送風機

機器名称

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

0.159

記号

0.081

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

機器名称 機器仕様

動力 台

設置室名

台

備考電圧 設置室名容量 始動 機器仕様数

（φ-V）

備考

（kW） 方式

電圧

（台）

　 注）撤去送風機共通事項 　 注）送風機共通事項

EF-18 1-100

動力

1-100

容量

仕　様：150φ × 490㎥/h × 50Pa

C4　機械システム工学棟　1階　女子便所　×1

始動

6

数

形状：470×470×300H　　　重量：10kg EF-18

（撤去）換気機器リスト

LS

（φ-V）

天井扇

（kW）

型　式：天井埋込形 LS

　　　　　　　　　　　　3階　女子便所　×1

（新設）換気機器リスト

品番：（参考）三菱BFS80SUG26

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

（台）方式

　　　　　　　　　　　　3階　女子便所　×1

　　　　　　　　　　　　1階　男子便所　×1



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式
会社

建築図面リスト NOSCALE

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-00

A-09

A-10

1/100A-13

1/50A-14

1/50A-19 建具リスト

A-20 建具詳細図

A-21 ピクトサイン詳細図

C4　1～2階便所展開・天井伏図（改修前）

C4　1～3階便所平面詳細図（改修前・改修後）

1/50C1-2　2階便所平面詳細図（改修前・改修後）

1/5

1/2

A-15 1/50

建築改修工事特記仕様書（1）

C4　機械システム工学棟

C1-2　便所棟

C1-2　2階便所展開・天井伏図（改修前）

C4　1～2階便所展開・天井伏図（改修後）

1/50

NOSCALE

図面リスト

番号

A-02 建築改修工事特記仕様書（2）

A-01

図面名称 縮尺

NOSCALE

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

A-18 C4　矩計図（改修前・改修後） 1/50

A-17 C4　3階便所展開・天井伏図（改修後） 1/50

A-16 C4　3階便所展開・天井伏図（改修前） 1/50

C1-2　矩計図（改修前・改修後）A-12 1/50

C1-2　2階便所展開・天井伏図（改修後）A-11 1/50

A-08 工学部棟　3階平面図 1/250

1/250工学部棟　2階平面図A-07

1/250工学部棟　1階平面図A-06

1/1500,4000配置図　附近見取図A-05

A-04 工事区分表 NOSCALE

建築改修工事特記仕様書（3）A-03 NOSCALE



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課 総合設備コンサルタント株式

会社

建築工事特記仕様書（１）

A-1滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

NOSCALE

その他調査等

（ただし、令和＊＊年＊＊月＊＊日（工事開始期限日）までに工事を開始すること。）

６．実工期：工事開始日から＊＊＊日間

５．受注者は工事開始日の前日までに現場代理人等を定め、所定の様式により届け出るものとする。

ないことに留意するものとする。）

４．コリンズ へ登録する技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を含ま

現場に常駐しないものとする。

３．余裕期間内は、主任技術者または監理技術者を配置することを要しない。また、現場代理人は工事

等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。

２．余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置

ものとする。

「建設工事における余裕期間制度 運用マニュアル（令和２年２月）（滋賀県土木交通部）」に基づく

取り扱いについては、「工事における余裕期間制度実施要領（令和２年２月）（滋賀県）」および

なお、受注者は、契約を締結するまでの間に、所定の様式により、工事開始日を通知すること。

発注者が示した工事開始期限日までの間で、受注者は工事開始日を任意に設定することができる。

を行うことができる余裕期間（契約締結日から工事開始日の前日までの期間）を設定した工事であり、

１．本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備

　　(任意着手方式）

余裕期間制度

　登録後は速やかにセンター発行の「登録内容確認書（工事実績）」を監督職員に提出すること。

　　　　提出しなければならない。

26

　　(3）施工中に受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更データを

　　(2）完了登録データの提出期限は、工事完了後10日（土、日、祝日、年末年始を除く）以内とする。

　　(1）受注時登録データの提出期限は、契約締結後10日（土、日、祝日、年末年始を除く）以内とする。

(JACIC）に登録を行うこと。

　登録申請の期限は以下のとおりである。

基づき、「登録のための確認のお願い」を作成し、監督職員の確認を受けた後、（一財）日本建築センター

　受注者は、工事請負代金500万円以上の工事について、工事実績情報サービス（CORINS）入力システムに工 事 実 績 情 報

の 作 成 及 び 登 録

受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

受注者は、「低騒音・低振動型建設機械の指定に関する規程（平成13年国土交通省告示第487号）」に基づき

25

23 過積載防止の措置

指定された建設機械（'97ラベル）を使用すること。

24 騒 音 振動の防止

22 火 気 の 管 理

（1.5.2）

・ 防水工事( ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ・ 合成ｺﾞﾑｼｰﾄ防水 ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ 塩ビシート防水 ・ ｾﾒﾝﾄ系防水 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ)

・ 内装工事( ・ 表具 ・ 壁装 ・ 畳製作施工 ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床施工 ･ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床施工 ・ ｶｰﾃﾝ施工 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上)

・ 排水工事(配管)　・ 植栽工事(植栽)　・ 外壁改修工事(樹脂接着剤注入施工)

・ カーテンウォール工事(金属製カーテンウォール施工)

・ 建具工事( ･ ｻｯｼ施工 ･ ｶﾞﾗｽ加工取付 ･ 木製建具加工取付 ・ 自動ドア取付)　・ 塗装工事(塗装)　

・ 金属工事(鋼製下地)　・ 左官工事( ･ 金こて仕上,ﾓﾙﾀﾙ塗り,吹付 ･ 断熱硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付)　

・ 屋根及びとい工事( ・屋根金属薄板葺きおよびとい設置 ・ かわらぶき ・ 石綿スレート葺き)　

・ 石工事( ・石張り ・ 石積み ・ 石材加工)　・ タイル工事(タイル張り)　・ 木工事(建築大工) 

・ 鉄骨工事(構造物鉄工)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ/ALCﾊﾟﾈﾙ工事( ･ CB積 ･ ALCﾊﾟﾈﾙ施工)　

・ 仮設工事(とび)　・ 鉄筋工事(鉄筋)　・ コンクリート工事( ･ 型枠 ･ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送)　

８ 技能士

製作所）に常勤させるとともに、作業に先立ち事前にその氏名等を監督職員に届け出なければならない。

技能士または単一等級の資格を有する者を、１職種１名以上該当工事作業中工事現場（資材製作加工の場合は

また、受注者は、○印のついた工事種別および技能検定の職種について、職業能力開発促進法による一級

各工種の作業については、極力技能士の資格を有する者に作業をあたらせること。

※　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分

理員を配置するとともに、近隣家屋に騒音、振動等の公害が発生しないよう留意し、工事全般に万全の対

※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整

管 理 義 務 者

総 括 安 全 衛 生

・ 機械設備工事） の請負人を指名する。

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（※建築工事　・ 電気設備工事20

数量についても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管21 シンナー等の保管

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

安 全 対 策

検討のうえ、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

策を講ずること。また、施設運営についても担当者と協議を行い、支障のないよう努めること。

19

受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。18-2

18-1

発 生 材 の 処 理 引渡しを要するもの：

受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して

(1) 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の

承諾を受けること。

再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）を厳守し、分別解体及び再資源化等実施すること。

(2) 「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を厳守

し、建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。また再生資源利用〔促進〕計画書および

同実施書を作成し速やかに報告のこと。

(3) 受注者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を厳守し、同法第１２条の３によるマニフェストシス

テムにより的確に実施すること。

産業廃棄物の処理16

17

各種下請業者、製造所等県下で供給出来るものについては、極力県内業者を選定すること。

工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等公害発生のなきよう、

工事竣工まで万全の対策を講ずること。 （1.3.8）

公　害　対　策

下請け業者の選定

15

14

各設備工事によるコンクリート部分の梁、壁、床の貫通補強及び仕上げ部分、軽量鉄骨天井下地、

同壁下地の開口補強は建築工事とする。その他　A-04図　工事区分表による。 （1.3.11）

設備工事との取合13

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書およびその写し各１部を提

出すること。なお、責任施工のものは、受注契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

各種検査合格書等12

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。特殊な材料の工法11

（1.4.1）

（1.4.2）

（1.4.1）

（1.4.1）

材料の検査に伴う

試　　　験

10 試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定にあたっては監督職員の承諾を受けること。

明のためのガイドライン」（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明書を、監督職員に提出すること。

製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証

工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとすること。

(３)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

(２)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

(１)グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品

さらに、環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

ある材料を極力選定する。（標仕を参考とすること。）

あわせて、その他室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度で

工事で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。

ただし、同等品以上とする場合は監督職員の承諾を受けること。

建築材料等は、極力県内産品を選定することとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。建　築　材　料　等９

　　（参考URL http://www.pref.shiga.jp/d/haikibutsu/gomizero/h2112reeflet.pdf）

工　

事　

概　

要

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　 制 第１種低層 第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第２種住居

近隣商業 指定なし工業専用工業準工業商業

防 　火 　規 　制

そ の 他 の 規 制

工   事   種   目

工 事 期 間 ・ 限

準住居

防火地域　　準防火地域　　法22条指定区域　　指定なし

風致地区　　自然公園　　宅造規制区域　　市街化区域　　市街化調整区域

新　築　　　増　築　　　改　修　　　解　体　　　改　築

・多雪区域　　垂直積雪量（　　　　　　　　　）ｃｍ

床　面　積　(㎡)
備考

棟別合計３階２階１階
構　造工　　種名　　　称NO

Ⅰ

塔屋

建 築 工 事 改 修 特 記 仕 様 書

第１種住居

敷地面積        　　㎡

　　　　　　　日

概　 要　 説　 明

　現場代理人は、受注者との直接的な雇用関係が確認できる資料を監督職員に提出すること。

　②工事が完成し、事務手続き、後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が行われていな

　　い期間については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理にあたらせること。

　①　技術者の専任を要しない期間

　・　請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、主任技術者または監理

　　　技術者の工事現場への専任は要しない。

　・　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等

　が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

②　滋賀県建設工事請負契約約款（以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了した日

　から契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該検査の結果を通知した日（契約

　約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

　　また、日程の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期満了後の監理技術者等の工事

　現場への専任を要しない。

７ 技術管理

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

一　

般　

共　

通　

事　

項

１ １ 　本工事は、滋賀県建設工事執行規則に基づき、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む

図面　　　　葉、標仕により完全に施工する。

　上記相互間に相違のある場合の優先順位は、記載の順序とする。 （1.1.1） 

施　工　基　準

２ 　完成図の種類、記入内容および様式は標仕により作成し、原図、ＣＡＤデータおよび焼付製本（縮小版Ａ４

（1.7.1,1.7.2） 

サイズ）　　　部を提出するものとする。なお、標仕の表1.7.1の完成図に本特記仕様書を加えたものとする。

保全に関する資料３

（1.7.3） 

　保全に関する資料は標仕により作成し、監督職員に指示された必要部数の原本、複写図および電子データを

提出するものとする。なお、作成に際しては、国土交通省作成の「建築物等の利用に関する説明書作成の手引

き」を参考とし、詳細については監督職員の指示による。

完　　成　　図

工　事　写　真４ 　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする場合、使用する

デジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上とする。

部　数 備　　　　考

竣工写真

定期提出 サービス版

着 工 前

工 事 中

完 成 時

区　分 分  類 ・ 規  格 撮 影 箇 所

　　サービス版

　　サービス版

　　サービス版

 ※ サービス版 ・ キャビネ版

　　サービス版

・　　 ・　9　・ 30

・　　 ・　9　・ 12

※　3　・　6　・　9

・　　 ・　5　・　7

・　　 ・ 10  ・ 20

２

１

３

１

１

　竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式をＪＰＥＧと

　し、ＦＤ、ＭＯ、またはＣＤ-ＲＯＭにて提出すること。

　状況によりつなぎ写真

　必要に応じ適宜

　完了届提出用

　工事月報用

　主として外観

　工事写真の撮影要領は、｢工事写真の撮り方・建築編｣(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

　完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。 工事写真キャビネ版はアルバム台紙に、サ－ビス版

　は工事写真帳に貼り付けて提出すること。

　主として内観

技術検査５ 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。 （1.6.2） 

現場代理人６ 　原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。

　契約約款第10条第3項の規定に基づく現場代理人の常駐義務を緩和する期間および本工事における現場代理人が

　他の工事の現場代理人を兼務できる条件は、別に定める「現場代理人の常駐に関する運用基準（滋賀県

　土木交通部）」による。

　①現場代理人の常駐を要しない期間

　　・請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が

　　　開始されるまでの期間）については、現場代理人の常駐を要しない。

　　　なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

敷地内は、工事ヤード内、車両内を含めて終日全面禁煙とする。

　　・請負契約の締結日の翌日から令和＊＊年＊＊月＊＊日までの期間については現場代理人の工事現場への

　　　常駐は要しない。

適用しない。

なお、低入札価格調査等により、上記の工事開始期限日以降に契約締結となった場合には、余裕期間は

変更することにより、工事開始日の変更をすることができる。

契約締結後において、工事開始日の変更の必要が生じた場合は、監督職員と協議の上、工期に係る契約を

　　　　4週8休以上の現場閉所（現場休息）を前提に労務費を補正して予定価格を作成しており、4週８休に

施工体制点検 「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

設計ＧＬ ※ 図示　　・ 監督職員が現場にて決定する。　・既設建築物ＦＬから導き出されるＧＬ　

の室内濃度測定

揮発性有機化合物

測定化学物質： ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

平成18年国土交通省告示第1130号に基づく「評価方法基準　第5 6-3 (3)」に定められた方法によること。

　（1.5.9）　

不法無線局の排除

不法無線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、

竣工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。取扱説明書の作成

近隣住民等への説明 受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住民等に工事施工内容の説明を行うこと。

近隣家屋の調査

また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

損傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は受注者の責任において現状に復旧すること。

受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事に起因する

バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

住宅性能評価

こと。

受注者は、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」を遵守し、住宅性能評価書に示された品質を確保する

不当介入の排除

暴力団員等による

職員と協議するものとする。

3 受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督

また、受注者は、以上のことについて、下請負人に対して十分に指導を行うものとする。

より所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

2 受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)に

通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に

不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入(不当な要求または業務の妨害）を

1 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発注工事等に対して

制度」の徹底について）

滋賀県の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入に関する通報

環境配慮指針 　公共建築に係る環境配慮指針実施要領に基づく、チェックシートを作成し提出しなければならない。

（1.7.3）

　（計　　か所）

週休２日取組

促進型工事

　・　発注者指定方式

　　　満たない場合は、請負代金額のうち労務費補正分を減額変更する。

　　　見られなかった場合は、実施状況に応じて工事成績を減ずる措置を行うものとする。

　　　　本工事は、発注者が工事着手日から工事完了日までのうち、非対象期間を除いた期間において４週８休

　　　計上等の運用等にあたっては、「（営繕工事版）週休２日取組促進型工事実施要領」により行う。

　　　　受注者が明らかに週休２日に取り組む姿勢が見られず、発注者からの再三の指示に対しても従う意思が

　　　以上の現場閉所に取り組むことを指定する週休２日取組促進型工事（発注者指定方式）である。費用の

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

　・　発注者希望方式

　　　満たない場合は、現場閉所（現場休息）の状況に応じて請負代金額のうち労務費補正分を減額変更する。

　　　　本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して週休2日に取り組む旨を協議した上で工事を実施する

　　　週休２日取組促進型工事（受注者希望方式）である。費用の計上等の運用にあたっては、「（営繕工事版）

　　　週休２日取組促進型工事実施要領」により行う。

　　　　４週８休以上の現場閉所（現場休息）を前提に労務費を補正して予定価格を作成しており、４週８休に

　　　週休２日の取り組みを実施しない場合は、請負代金額のうち労務費補正分を減額変更する。

各種申請業務 工事に必要な各種申請業務はすべて受注者の責任において申請を行うこと。

許可申請・届出書等の変更が必要な場合は本工事において手続きを行うこと。

39

　　　なお、学校の長期休暇（夏休み、冬休み、春休み）は、監督職員と協議の上、非対象期間とすることが

　　　できる。

・ 施工計画の提出を求めない工事

　受注者は、施工計画の提出を要しない。

　ただし、「施工計画書作成要領（案）」の基づき、「実施工程表」および「緊急時の体制及び対応」は

提出するものとする。また、「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策」についても

提出するものとする。

　必要と認める拡大防止対策農地共通仮設および現場管理の範囲を超え、受注者が追加で費用を要する

拡大防止対策を行う場合は、受発注者間で設計変更の協議を行うこととする。協議における資料は

受注者の負担によるものとする。

新型コロナウイルス

拡大防止対策を行う場合は、受発注者間で設計変更の協議を行うこととする。

協議における資料は受注者の負担により作成するものとする。

※　施工計画書の提出を求める工事

対策 　受注者は、施工計画書の作成にあたり、「その他」の事項として新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止対策を記載するものとする。

　必要と認める拡大防止対策のうち共通仮設および現場管理の範囲を超え、受注者が追加で費用を要する

建設業法（昭和24年法律第100号）第25条の27第2項の規定に基づき「建設工事公衆災害防止対策要綱

標準仕様書に位置付けのある「建設工事公衆災害防止対策要綱」は新要綱に読み替える。

（国土交通省告示第496号　令和元年9月2日、以下「新要綱」）」が告示されたため、公共建築工事

建設工事公衆災害

　防止対策要綱

40
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また、その費用（手数料等）は、一切受注者負担とする。

42

　　　　連絡協議

別途工事との 受注者は、別途施工する工事の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図る

こと。また、工事区分の取合いについて、図示がある場合においても施工時に必要に応じて協議を行い連絡を

密にすること。

43 本工事に関連して実施される国、県又は関係機関の調査等に協力すること。

44 特例監理技術者

　　という。）を選任で配置すること。

（２）監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格者、学歴や実務経験により

　　監理技術者の資格を有する者であること。なお、監理技術者補佐の建設業法第27条規定に基づく技術検定

　　種目は、特例監理技術者に求める技術検定種目と同じであること。

（３）監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。

（４）同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件までとする。

　（ただし、同ーあるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に

　係る工事であって、かつ、それぞれの工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契

　約以外の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については、これら複数の工事を一の工事と

　みなす。）

（５）特例監理技術者が兼務できる工事は同一土木事務所管内（土木事務所、支所）の工事でなければなら

　ない。

（６）特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回および主要な工程の立会等の職務を

　　適正に遂行しなければならない。

（７）特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。

（８）監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにするごと。

１．本工事において、建設業法第26条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者（以下、「特例監理技

２．本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、前項（１）～（８）の事項について

　確認できる書類を下記により提出すること。

　術者」という。）の配置を行う場合は以下の（１）～（８）の要件を全て満たさなければならない。

（１）監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など）

（３）監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類（３ヵ月以上の雇用関係を証明できる健

　　康保険被保険者証の写しなど）

（２）（１）の提出書類と同じ

（５）（４）の提出書類と同じ

（４）特例監理技術者が兼務する工事のＣＯＲＩＮＳの写し等

（６）業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

（７）（６）の提出書類と同じ

（８）（６）の提出書類と同じ

３．本工事において、特例監理技術者および監理技術者補佐の配置を行う場合またば配置を要さなくなった場

　合は適切にＣＯＲＩＮＳへの登録を行うこと。

（１）建設業法第26条第３項ただし書きによる監理技術者の職務を補佐するもの（以下、「監理技術者補佐」

別　 途   工   事

建
築
工
事
仕
様

特 記 仕 様 １　項目は番号に    印のついたものを適用する。

２　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　　　　　　　 ・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　　　　　　　 ・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

３　特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

1

2

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　最新版」

（以下「標仕」という）および「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（以下「改修標仕」という）による。

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「建築工事監理指針　最新版」および「建築改修工事監理指針最新版」を参考とする。）

Ⅱ

２
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その他

作業時間等について

本工事に関連して実施される国、県または関係団体の調査等に協力すること。

作業日の制限について

（１）次の日は現場作業を実施しないこと。

303,260

（部数、詳細については、監督職員の指示による。）

・共通仕様書を参照のこと。

（２）（１）以外にも作業の制限を要請する場合があるため、協力するよう努めること。

作業時間の制限について

（１）作業時間については本学の運営に十分配慮した時間帯とする。

解体工事、貫通工事等の騒音、振動作業は原則、授業時間帯は出来ないものとする。

（２）建物により利用時間が異なるため、本学監督員と調整を行う事。

その他

行うこと。

（１）斫り解体などの騒音を伴う工事については、講義を実施しない8/6～8/23（8/18,19を除く）に集中して

上記に付随する電気設備、機械設備も本工事とする。

便所の改修工事を行う。

本工事は滋賀県立大学の「工学部棟　C1棟」「工学部棟　C4棟」にある

３

測定箇所：

２１

保　　険　　等

労災保険の付保）

の補償（法定外の

保険の付与及び事故

１ 改修 ＲＣ

滋賀県彦根市八坂町2500

　　 １５０ 

２

工学部棟　C1棟 2階男女便所（1-2）

1～3階男女便所改修 ＲＣ工学部棟　C4棟

協議の上設置する。

図示による他、万能鋼板、金網、フェンスバリケード等の仮設計画を立案し、施設管理者、監督職員らと

仮
設
工
事

2

仮囲い2

監督員事務所1

机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、安全帯、衣類ロッカー

請負人加入電話の子機、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

備　　品

監督員事務所の規模　（　・ １０㎡ ・ ２０㎡ ・ ３５㎡ ・ ６５㎡ ・ １００㎡）程度

工事用水3 構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

（但し現場事務所にかかるものは有償）

工事用電力4 構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

（但し現場事務所にかかるものは有償）

9 交通誘導員

8 仮設間仕切り

7 既存部分の養生

6 足場

シート養生5

工事期間中の交通誘導員を延べ30人程度計上すること。

交通誘導員を工事車両の出入口など必要と思われるところに適宜配置すること。

・設けない

　　　養生の方法　　　・取り外しのうえ清掃

既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管　　　　・行う　・行わない

　　　・行わない

　　　・行う（　※ビニールシート　・　　　　　　　　　）既存家具等の養生

　　　・行わない

既存部分の養生

［表2.2.1］

・防音パネル　・防音シート　・養生シート　・ネット及び養生シート防護シート等

内部足場　　　　※脚立、足場板等　・ ローリングタワー　・ 枠組棚足場

専用足場方式により行うこと。

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行

に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は、

・「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」

溶接作業を行う場所については、防災シートを使用し、防火対策を講ずる。

必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

材料、撤去材等の運搬方法　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

　　　※行う（　※ビニールシート　・　　　　　　　　　）

・設ける ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

風速　Ｖo（　　　　）ｍ／ｓｅｃ  地表面粗度区分（　　　）Ⅲ３４

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課 総合設備コンサルタント株式

会社

建築工事特記仕様書（２）

A-2滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

NOSCALE

塗布防水 ・無機質浸透性塗布防水材　（ケイ酸質系塗布防水材）

下表以外は、標仕表9.6.1による （9.6.2）（表9.6.1）シーリング

6

7

（9.5.3）（表9.5.1）塗膜防水 ・ウレタン塗膜防水　　Ｘ－２

防水工法　　　非歩行用　機械固定式塩ビシート防水（立上り共）　ｔ＝1.5㎜

5

・Ｅ－２

・ＡⅠ－２

・乾式保護材　　　・押出成形セメント板（厚さ　15mm）

9

防
水
工
事

3

2

1

合成高分子系

ルーフィングシート

防水

改質アスファルト

シート防水

アスファルト防水

（9.4.2～3）（表9.4.1）

種　別 厚さ（mm） 施工箇所 使用分類

・カラー

・シルバー

・軽歩行

※1.2　・　

※2.0　・　

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・　

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

（9.3.2～4）（表9.3.1）

・

厚　さ （　　　　　）

施工箇所

種　別 ・ＡＳ－１　・ＡＳ－２

（9.2.5）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2～3）（表9.2.3～8）

施工箇所種　別

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・Ａ－２

・Ｄ－２

・ＢⅠ－２

アスファルト　　　※３種　　　・４種 

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　・25　　・　

金属下地　　　JEF建材　QLルーフ

断熱材　　　　面材付ポリスチレンフォーム３種ｂ　t=35㎜

4

　　　　　　　一部

金属下地断熱防水工法

・非歩行

仕上げ塗料塗り

　　　　床ｼｰﾄ張

・防滑性ﾋﾞﾆﾙ

　施工箇所：

防水工事は責任施工とし、保証期間は次のとおりとする。

（9.6.5）※施工に先立ち簡易接着性試験を行う。

責任施工及び保障期間

　・塗膜防水　　　　　　　　　　10年

　・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水　　10年

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　　　　　　　　　10年

8

　　　　　　　　　　　　　　　　　施工箇所種　別 （記　号）

断面寸法(mm)

石の種類・表面仕上げ

仕上げの種類産地・名称種　類施工箇所

（10.2.1）（表10.2.1～2）天然石1

石
工
事

10

　工法

屋内のワックス掛け　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う （10.6.2）

（10.1.5）

内壁石張り （10.4.2～3）（10.5.2～3）

外壁石張り （10.3.2～3）（10.5.2～3）

　工法

床及び階段の石張り

壁の石張り工法2

3

1 陶磁器質タイル タイルの種類 （11.2.1）11

タ
イ
ル
工
事

形状寸法 きじ うわぐすり 役物 色 再生材の 備考
施工箇所

（mm） 磁器 せっ器 陶器 施ゆう無ゆう あり なし 標準 特注 適用Ｇ 参考品番

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

2 張り付け用材料 既成調合モルタル

２保水率 単位容積質量 接着強さ（N/mm ） 長さ変化率 曲げ強さ

２（％） （ kg/l ） 標準時 温冷繰返し後 （％） （N/mm ）

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種 （11.2.3）

3 壁タイル張りの工法 内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り （11.3.3）（表11.3.2）

小便器防汚ﾀｲﾙ 600*800 TOTO:
ハイドロセラフロアPU

（12.2.2）

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種

・構造用集成材

※集成材　　　 ※一般材　　　

・　　　

・たも　・なら　・しおじ　　　

・１種　※２種　・３種

※１等　・２等

・化粧ばり造作用集成材 ・　　　

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

・　　　※１等　・２等

・米栂　・カバ　・たも

集成材等 Ｇ3

12 1 （12.2.1）

（12.2.1）（表12.2.3）※標仕表12.2.3による　　　

※標仕12.2.1　　　・市販品

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

木材の品質

樹種2

木
工
事

（12.2.6）　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

4 接着剤

・造作用集成材(積層材)

・米栂（集成材）：サッシ額縁・木製建具枠・見切材等

（12.2.8）

（12.2.9）

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

防腐・防蟻処理5

・有り　　・無し　（化粧フレーム付）

折板葺2 （13.3.2～3）（表13.2.1）

軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能

形状（mm）

・重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・30分耐火　　・無し

山高（　　88 　　）　山ピッチ（　　200　　）　板厚・0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板

　及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

13

屋
根
及
び
と
い
工
事

長尺金属板葺1 （13.2.2～3）（表13.2.1）

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

・

・嵌合式瓦棒葺き（竪ﾊｾﾞ葺き） ※0.5

・下葺材料　（　アスファルトルーフィング940 　 ）

・屋根下地　（　硬質木片セメント板 t=18mm　 ）

・雪止金物　（　SUSt=1.5 2段(千鳥)　）

・断熱材　　（  無機質高充填ﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材　）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・有り（種別：無機質(ｶﾞﾗｽ繊維系)断熱材　厚さ： 5 mm）　・無し

Ｇ　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

（13.5.2）（表13.5.1）3 とい 材　　　種　　　　・配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管(ｶﾗｰ)（φ75）

　　　　　　　　　・硬質塩化ビニル樹脂製角樋　（　前高角樋 W120　　）

とい受金物の材質　・ステンレス製

とい受金物の取付間隔　※標仕表13.5.3による　　　　　　　　　　　　　　　 （13.5.2）（表13.5.3）

　 ※規制対象外　  ・第三種

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

（13.5.3）（表13.5.5）

施工箇所　　　　　　デッキ床下地

材質、形状　　　　　高耐食メッキ仕様

鋼製床下地9

　・40形（JIS規格外）

施工箇所　：　屋外階段

種　別　：　２種Ｂ

表面処理方法　：　溶融亜鉛めっき

1.2以上・ｴｯｼﾞﾝｸﾞ材

14

金
属
工
事

・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装

　100×25

(目隠しﾙｰﾊﾞｰ)

  2.0

※ステンレスSUS304(外部)

※ＳＯＰ塗装・鉄(内部)

手すり及びタラップ

アルミニウム製笠木

3

5

4

8

7

6

1

2

鉄の亜鉛めっき

軽量鉄骨壁下地

軽量鉄骨天井下地

金属成形板張り

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

・

※アルミニウム製

　・25形（JIS規格外）

（14.2.3）（表14.2.2）

（14.5.3）（表14.5.1）

　・50形　　・65形　　・90形　　・100形　

※スタッド、ランナー等の種類は表14.5.1よる。

※野縁受の間隔900㎜程度とし、野縁の間隔は表14.4.2による。

（14.4.2）（表14.4.1）※野縁等の種類は表14.4.1により、屋内は19形、屋外は25形とする。

（14.4.3）（表14.4.2）

※天井懐が1.5m以上の場合は、縦横1.8m程度に、吊ボルトと同材又は、[-19×10×1.2(㎜)以上を

　用いて、吊ボルトの水平補強と斜め補強を行う。 （14.4.4）

・スパンドレル：リブタイプ又は小波タイプ程度（一部脱着式スパンドレル）

タラップ

手すり

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　・　

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　・　

表面処理材料の種別種　　類

（14.2.1）（14.8.2～3）（表14.2.2）

・Ｂ－２種

※Ａー１又は

　　　Ｂ－１種

2.0以上

1.8以上

1.6以上

物は本体製造所の仕様による。

定めたもの

隔は品質計画で

固定方法及び間 隅角部及び突当たり部等の役

　（　　　　）

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔 備　　考

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

・Ｂ－２種（　　　）

・Ｂ－１種

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

・押出し

・ロール

※プレス

・

・パネル形

表面処理形　　状 材　種製　法 厚さ（mm）寸法（mm）

（14.6.2）（表14.2.1）

・スパンドレル形

（14.2.1）

施工箇所種　　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

下記以外の見え掛かり全て

・No.２Ｂ程度 下地用アングル、チャンネル等

（14.2.2）（表14.2.1）

種　　別 施工箇所

・Ｂ－１種（無着色）

・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・350/400形

・300/325形

・ｽﾃﾝﾚｽスSUS304(内･外部)

・鉄(内･外部) ※ＳＯＰ塗装(内部)　・熔融亜鉛ﾒｯｷ(外部)

・150形

笠木、水切、ジョイナー類

80％以下70％以上JIS R 5201の試験において

終結　10時間以内

95％以下

5％以下 始発　1時間以上

セメント重量の

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比凝結時間混合割合

（15.2.2）

左
官
工
事

15 1 モルタル塗り材料

２

30分で1ｇ以下 50以下0.98以上表示値±1.0

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

吸水調整材

界面破断率（％）接着強度（Ｎ/mm　）吸水量（ｇ）全固形分（％）

（15.2.2）

（表6.2.4）（15.3.1～2）

施工箇所 平たんさ（mm） 備　　考

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

塗料塗りの場合も含むフリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

1ｍにつき10以下

3ｍにつき7以下

直均し仕上げ

床コンクリートの2

建具用金物

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

（16.7.2）

（16.3.6）（16.4.6）

（16.7.4）建具用金物10

　網の種別　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

防虫網

特定防火設備の戸　　・適用あり

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による （16.4.2）

（16.3.2）（表16.3.1）

（16.2.3）

　形　　式　※外部可動式　・固定式

網戸

鋼製建具

鋼製軽量建具

3

4

5

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ　　・非接触タッチセンサー

戸ぶすまの上張り　　

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・　

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特定防火設備の戸　　・適用あり

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

　　　　　　　・製造所標準仕様による

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

品質規格　　　※標仕表16.9.1による

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

センサの種類開閉方法

（16.6.2）

（表16.6.3）

（16.6.2）

（16.9.2～3）

（16.8.2～3）（表16.8.1～3）

（表16.5.1）

（16.5.5）

（16.5.4）

（16.1.4）見本の製作等

アルミニウム製建具

自動ドア開閉装置

ステンレス製建具

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

2

1

7

6

8

9

16

　気密性　　・Ａ－４

マスターキー　・製作する　・製作しない（新設キーを既存マスター合わせとする）

フラッシュ戸　　仕上（　自然塗料塗り　）　　表面材（　天然木化粧合板　）　

建
具
工
事

　錠類はシリンダー箱錠（ステンレス製レバーハンドル）とする

框戸　　仕上（　自然塗料塗り　）　　表面材（　タモ集成材　）　

表面仕上げ材トイレブース （20.2.5）11

施工箇所

騒音・振動の防止

山留め

4

3

低騒音型、低振動型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用する。

（3.3.1）

法付けオープンカット工法・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・自立鋼矢板　　　　・切梁腹起鋼矢板　　　・松矢板　

土
工
事

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理2

1

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理  

　　　・建設汚泥から再生した処理土

（3.2.5）

（3.2.3）（表3.2.1）3 種別　・Ａ種　　　※Ｂ種（不足分は良質土搬入のこと）・Ｃ種　　　・Ｄ種

（4.6.6）床下防湿層1

　　　　　　ポリエチレンフィルム　t=0.15

4 施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

地
業
工
事

鉄
筋
工
事

5

6

上記以外は構造特記仕様書による

7

鉄
骨
工
事

所要性能及び適用構造部位種　　別

・

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

・耐火１時間（比重0.28以上、厚さ25㎜）

耐火被覆 （7.9.2～7）

・耐火１時間

・耐火板張り　　ALC平板パネル　t=50

／１号棟多目的便所　見え隠れ部分柱・梁

・繊維混入ケイ酸カルシウム板（１号）張　t=20　／１号棟多目的便所　見え掛部分柱

1

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

4 押出成形セメント板 （8.5.2～6）（表8.5.1～2）

（ECP） 種　類 表面形状 厚さ（mm） 幅（mm） 工法種別

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ
・Ａ種

・外壁パネル ・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ
・Ｂ種

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ
・Ｂ種

・間仕切パネル ・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ
・Ｃ種

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

8

・屋根パネル

・床パネル ・100　・150・2350　・3530

・980 ※100　・　

（8.3.2）

（8.2.2）

適用箇所 厚さ（mm）

高
さ

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－Ｗ

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

※標仕表8.3.1及び下表による

２ｍ以下

２ｍを超える

・外壁パネル ・1180　・1960

取付け工法種別厚さ（mm）単位荷重（Ｎ/ｍ ）種　類 ２

・間仕切壁パネル ※100　・　

・100

補強コンクリート

ブロック造

コンクリートブロック

帳壁及び塀

1

2

3

・150

・

・

ＡＬＣパネル （8.4.2～6）（表8.4.2～4）

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・125(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)

・100(平/ｺｰﾅｰﾊﾟﾈﾙ)

・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ｆ種　・　

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・150　　・120　　・100

　外壁パネル：１号棟　多目的便所外壁、接続部１号棟外壁開口閉塞部

MS-2(ﾉﾝﾌﾞﾘｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ)

※ハイドロセラフロアＰＵ：＃ＨＢ１（ブラック）

3 セルフレベリング材塗り （表15.4.1）（15.4.1～5）※セメント系　　　・せっこう系

　外観　※つやあり　・つやなし

・複層塗材ＲＥ

防水形の増塗材　・行う

※ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸模様

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ 　　　　・メタリック

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

上塗材

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＲＳ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＣＥ・複層仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

平たん状

京壁状じゅらく　・内装薄塗材Ｗ

（15.5.2）（表15.5.1）

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・

・

・

・

・

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

砂壁状　

・内装薄塗材Ｃ

仕上塗材仕上げ

・複層塗材Ｓｉ

・可とう形改修用仕上塗材Ｅ　　アクリルシリコン系

耐候性　※3種　・　

　樹脂　・エポキシ系（ＲＥ）

　　　　※アクリル系（Ｅ）

※複層塗材Ｅ (ﾛｰﾗｰ施工)

4

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

下地調整材　　・セメント系（C-1)　　　・合成樹脂エマルジョン系（E)

基礎支持地盤の確認 根切完了後、監督職員の確認、承諾を得ること。また、支持地盤が設計支持力が得られないと見込まれる

場合は、監督職員と打合せの上適切な処置をとること。

上記以外は構造特記仕様書による

4

2 砕石 ※ＲＣ-40　　　・Ｃ-40

3 地盤調査 表面波探査法による地盤調査

　施工箇所：１号棟多目的便所増築部　外部巾木

SR-1 　内部壁洗面カウンター取合い、ライニング天板

　換気扇ﾌｰﾄﾞ周囲

図示による

図示による

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　・幅木型　・足金物型 ・　入口戸（非常開放装置付）

厚さ　　　　　・　見込　４０㎜　　　・　見込　３８㎜

形状　天井までのハイパネルタイプ

小松ウォール工業㈱　及び　コマニー㈱　　同等品

　　　　　　　※高圧メラミン樹脂系化粧板（アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　　（色：パネルは白、扉は木目とし内装工事壁化粧板と合わせる）

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級 　　〔表5.2.1〕

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

枠見込み（㎜）

・ ・ ・

※ ７０

・

・

・

※Ａ－３

※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－４ ※Ｓ－５ ※Ｓ－６

※Ｗ－４

・１００

※Ａ－４

※Ｗ－５

※１００

・Ａ－３

・Ｗ－４



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課 総合設備コンサルタント株式

会社

建築工事特記仕様書（３）

A-3滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

NOSCALE

14

15

（16.10.2）

（16.10.2）（表16.10.1）

重量シャッター （16.10.2）

シャッターの種類

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

・一般重量シャッター

品質　飛散防止：JIS A 5759に準拠　　

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

※内張り　・外張り

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.13.5による

・有り・長方形

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

・正方形 ・

　監督職員に提出する

性能値張り面種　類名　　称

材　　　種建具の種類

防火性能色調厚さ（mm）呼び寸法（mm）表面形状

（16.13.3）

（16.13.2）（表9.6.1）

（16.13.5）

（16.13.2）ガラス

ガラス用フィルム

ガラス留め材及び溝

13

12

11

開閉機能　　　　・上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

・危害防止機構取付

　・障害物感知装置（自動閉鎖型）　　　　　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　・設ける　・設けない　　

　・鋼板パネル形可動座板式　（大臣認定品）　　　サンユウテック　Ｓガード　又は同等品

・無し・145×145×95 ・クリア

・ｶｸﾃﾙｶﾗｰ

・高透明遮熱フィルム　　

・目隠しフィルム(フロスト)

軽量シャッター 開閉形式

  ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等

スラット　材質　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・アルミ型材

　・鋼板製　　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ1.5mm）　　・アルミ型材

16

建
具
工
事

耐風圧性能（　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

(EP)

塗り替えの種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

塗り替えの種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　

塗り替えの種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

ペイント塗り

合成樹脂エマルション

エマルション

つや有合成樹脂

(３級)

(２級)

備　考

・Ａ種・B-2種・Ｃ種

新規塗りの種別 塗り替えの種別

・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

※Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

※Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

亜鉛めっき面

鉄面

下地の種類

アクリル樹脂系

非水分散形塗料(NAD)

7

8 耐候性塗料塗り(DP)

ペイント塗り(EP-G)

9

10

11

12 新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種ウレタン樹脂ワニス

種　　別下地調整既存塗膜

・Ａ種　　　・Ｂ種

・Ｃ－１種　・Ｃ－２種

※Ｃ－３種

※Ａ種

・ＲＣ種

※ＲＢ種

・ＲＣ種

※ＲＢ種

平滑な塗料塗り

合成樹脂エマルション模様塗り

塗替えの場合

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種合成樹脂エマルション

模様塗り(EP-T)

塗り(UC)

13

14

木材保護塗料塗り(WP)

塗り替えの種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　・塗り工程は標仕またはメーカーの仕様による

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種 ・屋内用　木材保護着色（　　　　　　　　　　　　　　　）

(OS)

オイルステイン塗り 上塗りニス　※行う（メーカー仕様による）　・行わない

［7.7.2］［表7.7.1］

［7.8.2～4］［表7.8.1～3］

［7.9.1～5］［表7.9.1～4］

［7.10.2］［表7.10.1］

［7.11.1］［表7.11.1］

［7.12.2］［表7.12.1］

［7.14.2］［表7.14.1］

（18.2.7）（表18.2.7）

17

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

1 メタルカーテン

ウォール （17.2.2）

種　　類 規格等

カーテンウォール材料の種類

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

・

※アルミニウム製

・

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

PCカーテンウォール2 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

（17.3.2）

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ） 所要スランプ（cm）

　※標仕17.3.2による

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

コンクリートの種類及び品質

用途による規格外の製品を使用する場合は、監理者の承諾を得ること。

仕様・規格を充たす環境配慮型対応製品がある場合はそれを使用すること。

　※規制対象外    ・第三種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。1 材料18

2 素地ごしらえ

 ※鉛-ｸﾛﾑﾌﾘｰ錆止めペイント(1種)

 ・水系錆止めペイント ・鉛-ｸﾛﾑﾌﾘｰ錆止めペイント(2種)  ・変性エポキシ樹脂プライマー

 ・水系錆止めペイント

亜鉛めっき面鉄鋼面種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

 ※一液形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂錆止めﾍﾟｲﾝﾄ

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

種　別 施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメルＡ種

Ｂ種

Ｃ種

塗りの場合

Ａ種、Ｃ種以外

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

　種別　・Ｂ種　・Ａ種（施工箇所：壁・天井　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［表7.2.4～6］

せっこうボード、その他ボード面

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

既存塗膜の劣化部分の除去、目粗しなど、入念に行うこと。

　※行わない　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

モルタル、プラスター面

コンクリート、ＡＬＣパネル面

木部 ・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具） ※ＲＢ種　・ＲＣ種

下地面の種類 下地調整の種別 備　　考

3 下地調整

合成樹脂調合

ペイント塗り(SOP)

4

5

錆止め塗料塗り

フタル酸樹脂

エナメル塗り(FE)

6

木部の塗りの種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

新規鉄面,亜鉛めっき面の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

新規木部の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

新規鉄面、亜鉛めっき面の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

［7.2.2～7］［表7.2.1～7］

［7.4.2～5］［表7.4.1～3］

［7.6.2,3］［表7.6.1,2］

塗
装
工
事

・ＲＡ種　※ＲＢ種　　　新規塗の場合：Ｂ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　　　新規塗の場合：Ｂ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　　　新規塗の場合：Ｂ種

JISの記号

内
装
工
事

（19.2.2）（19.3.3）

（19.2.2）

種　類 色　柄 厚さ（mm）

※発泡層のないもの

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

※ＮＣ　・　

19

2

1

ビニル床シート張り

接着剤

・2.0

・2.5

その他のボード張り

せっこうボード

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

種　　類

・けい酸カルシウム板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板 ＨＷ

ＮＷ

0.8ＦＫ

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

0.8ＦＫ・化粧けい酸カルシウム板

1.0ＦＫ

・ロックウール化粧吸音板 ＤＲ

・凹凸タイプ（・12・15（不燃）・19・　　）

・フラットタイプ（・9（不燃）・12　・　　）

タイプ2（無石綿）（・5　・6　・10　）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

（19.7.2）（表19.7.1）11

12.5（不燃）幅440mm程度

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＧＢ－Ｒ

ＤＲ（軒天凹凸）

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

・フラットタイプ 9（不燃）

・凹凸タイプ（・12 ・15）（不燃）

ＧＢ－Ｄ・化粧せっこうボード

（直貼りタイプ）

・化粧せっこうボード（木目） ＧＢ－Ｄ

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ 9.5

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用） 9.5（不燃） 

12.5（不燃）

9.5（準不燃）910㎜×910㎜

・普通硬質せっこうボード ＧＢ－Ｒ－Ｈ 9.5（不燃） 

　ファイバーボード

・難燃合板

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・無研磨板     ・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

JIS K 6903による　厚さ1.2

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      ・　

・ 研磨板   （・スタンダード   ・テンパード ）

・ 無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・            ）

9.5（不燃）910㎜×910㎜・化粧吸音せっこうボード

（直貼りタイプ）

ＧＢ－Ｄ

15.0（不燃）　21.0（不燃）

2

浸透管及び浸透桝

　・無し

　・有り

・平形　　・普通目

　　　・図示

・遠心力鉄筋コンクリート管 ※外圧管（※１種　・２種）

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

Ｂ形（ゴム接合）

※凹凸形　　

・凹凸形　　・細目

※細目　　

・Ｕ字溝用

・歩行用

・

※受枠付き

・桝ふた用

・溝ふた用

ボルト固定 ・かさ上げ用

・ステンレス製

・鋼製

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

・ＲＥＰ-ＶＵ・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

※ＶＰ　　・ＶＵ・硬質塩化ビニル管

グレーチングふた

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

鋳鉄製マンホールふた

車道部の排水管の敷設

排水管用材料

管形状（接合方法）

材　質 形　式 種　類 適用荷重 メンバーピッチ 上面形状

適用荷重種　　類

管の種類材　　種
排
水
工
事

4

3

1

埋戻し土

排水桝及びふた

排水管

・Ａ種　　・Ｂ種　

製造所　監督職員の承諾する製造所

（21.2.1）（表21.2.1）（21.2.2）

（21.1.1）（21.2.2）

（21.2.1(e)）

（21.2.1(f)）

（21.2.1）（表3.2.1）

21

（22.2.3）（表3.2.1）・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種盛り土に用いる材料1

（22.3.3）

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

・クラッシャラン（C-40）又はクラッシャランスラグ（CS-40）

※再生クラッシャラン（RC-40）路盤材料2

舗装の種類

カラー舗装 （22.6.2）

※加熱系カラー舗装

・常温系カラー舗装

※加熱系混合物　・樹脂系混合物

工法

・ニート工法　　・塗布工法

備考

・

3

4 縁石 ※地先境界ブロックC（150*150*600）

　標準詳細図　9-11-10　タイプ２

・A-5-15　標準詳細図　9-21-5
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123

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

石綿含有の恐れある

建材について

既存建築物の施工対象部分に施工されているアスベストの含有量が0.１％（重量％）を超える

備考

舗
装
工
事
・
外
構
工
事

材　料　名 使用箇所

・発泡層のあるもの

※ＮＯ　・　

※柄物　　・無地

※柄物　　・無地・硬質骨材入り防滑床材

・ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ用防滑性床材

ビニル幅木 高さ（mm）　・60　　・75　　・100　　・300 （19.2.2）3

※無地　　・マーブル柄 ※2.5

※2.3

6 カーペット敷き （19.3.3）（表19.3.2）

備　考寸法（mm） 総厚さ（mm）種　類パイル形状

・

※6.5

・

※500×500

・第二種

※第一種

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

・タイルカーペット

・水性硬質ウレタン系塗床材

（19.4.2～3）（表19.4.1～7）

種　　別 仕上げの種類

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材

・防滑仕上げ　　

・薄膜流し展べ仕上げ

・平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）　　

・厚膜流し展べ仕上げ（・標準　・高防滑）　

合成樹脂塗床4

（19.4.2）ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

（19.5.2）

備　考仕上げ塗装等工　法樹　種種　　別

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・ 第三種

・無塗装品

・・ ・

・・ ・

※天然木化粧複合フローリング

・松

※なら

フローリング張り （19.5.2～7）（表19.5.1～4）

・塗装品

9 畳敷き （19.6.2）（表19.6.1）

下地の種類 畳の種別

標仕表12.5.1による床組　 ・Ｂ種　　・　

上記以外 ・Ｃ種　　・化学畳床　

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

10 ポリスチレンフォーム

床下地材

和室用　　　　　　厚さ（mm）　・33　・40　・50　・65　・78　・93

洋室用　　　　　　厚さ（mm）　・33　・40　・50　・65　・78　・93

　　　　　油化三昌建材　ネダフォーム　洋室用　LDK455-40　又は同等品

※2.0　・2.5

・耐熱水仕様（ＡＢＣ商会　タフクリートＨＭ　又は同等品）

床暖房対応品

（複合１種）化粧単板t=3㎜

・釘どめ工法（Ａ種）

・直張り

8

・無地　・マーブル柄　・木目柄

・無地　・マーブル柄

ＧＷ－Ｆ

ＧＷ－Ｂ

ＲＷ－Ｂ

※50　　･　・グラスウール吸音材24Ｋ

（表18.2.4）（表18.2.7）素地ごしらえ

仕上表参照各室壁

・

壁紙張り13 （19.8.2）

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

プラ その他

（ビニル）（織物）

繊維
紙

施工箇所
無機質

壁紙の種類

防火性能 備　考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（化学繊維）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸音材12 （表19.7.1）

・25　　・50　・ロックウール吸音ボード1号（ガラスクロス貼品）

・グラスウール吸音ボード32Ｋ ※25　　･　

厚さ（mm）JISの記号種　　類

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系接着剤

　分析済　不検出

　吹付ロックウール

　ケイ酸カルシウム板

　酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系接着剤

　ｳﾚﾀﾝ樹脂系接着剤

　ﾋﾞﾆﾙ共重合樹脂系接着剤 　ﾌｸﾋﾞ製品のみ2005年まで出荷

　2001年までに出荷停止

　2001年までに出荷停止

　2001年までに出荷停止

　仕上塗材 　分析済　不検出

　同上　下地調整材

　非含有　∵1990年までに出荷停止

　非含有　∵2004年までに出荷停止

　解体工事開始前に工事対象となる全ての部材について、石綿が含まれているかを設計図書などの

　なお、上記事前調査は建築物石綿含有建材調査者等、一定の知見を有する者が実施するよう努める事。

・メラミン系不燃化粧板　t=3㎜　（出隅専用見切共）　目地・取合部シール　

　文書と目視で調査し、調査結果の報告書を作成の上発注者に説明すること。

※解体工事、改修工事等における大気汚染防止法及び石綿障害予防規則による事前調査

※大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令等に基づき

　実施すること。

※事前調査結果を作業場に備え付け、掲示すること。

FS ・2.0

工法　　※熱溶接工法

※最上階天井面

※乾式遮音二重床システム

JSP ﾐﾗｽﾛｰﾌﾟ同等品・5-10､10-15・ﾊﾞﾙｺﾆｰ屋根部分

※金属下地断熱防水

　　工法部分

・水勾配用

高性能　24kg／m3※100・高性能グラスウール断熱材

・ ・

・30

※土間下

※35

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※30※２種ｂ

　保温板

・押出法

　ポリスチレン

　フォーム

（スキン層付）

・　

特定フロンを使用

しないもの

品質等厚さ（mm）施工箇所種　類

断熱材14 （19.9.2～3）

※３種ｂ

乾式二重床下地材15

16 多孔質

セラミックスタイル

LIXIL　エコカラット　シルクリーネ　同等品

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20 1 天井点検口

床点検口(化粧蓋) 材　質　オールステンレス製　　　　600㎜角　ボルト固定式　密閉型（防水・防臭型）

壁点検口 材　質　塩ビ製　300㎜角　ケンドン式

パブリック用手摺

2

3

4

室名札・ピクトサイン5

本体：機械設備工事　　取付下地補強：本工事

・ジョイント金物

エキスパンション

防水型　・適用する　　・適用しない

耐火性能　　　　・有り（外部のみ）　・無し

クリアランス　　・50　　・100　・150

6 材質　・アルミ（内部壁、天井）　・ステンレス（屋根-外壁、外壁-外壁、内部床）

鏡 （20.2.9）7 ※クリアーミラー　t=5㎜（耐食鏡）　四方ステンレスフレーム仕様

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）　・450㎜角　・600㎜角

室名札　　　　　・　面付型　　　・　点字型　　※文字書入共

ピクトグラフ　　・便所標識　　　・　車イス標識

材質　　　　　　・　アクリル製　　　・　アルミ製　　　・　ステンレス製

　施工箇所　　男女便所　手洗流し前

恐れのある建材についての状況は下記の通りとする。　

材質、形状　　　　ポリエステル系人工大理石　寸法、形状は図示による

人工大理石製甲板 施工箇所　　配管ライニング天板8

家具詳細図による9 造り付け家具 (12.2.2),(19.7.2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤガミ　　又は同等品

家具製作所にて製作するものとし、製作に先立ち施工図作製のうえ、監督職員の承諾を得る。

10 生徒用仮設トイレ設備 生徒用仮設トイレ機器　リース（４カ月）

11 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ面台

13 床見切 ㈱アシスト　パスタライン　20-412S　又は同等品

　TOTO　マーブライトカウンター　甲板　MLK　　又は同等品

　※規制対象外　　・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

超防汚性ビニル床シート　ロンシール工業㈱　サニタリウム アルファ　SLA-8002（抽象柄）　同等品

（C1-2棟更衣スペースの土足禁止部はSLA-2203（繊維柄）又は同等品）

　　縦目地シリコンシーリング（SR-1　防カビ）

　　色：白（FKM6005ZMN）、チーク木目縦（FTN508ZN）、キャスター木目縦（FTN519ZD）

　　　　オレンジ（FKJ6502ZNN74）、緑（FKM6600ZMN）

カウンター・化粧棚：アイカ　ＭＤメラミン板仕上　ＫＥＡタイプ　又は同等メーカー品

棚：アイカ　ＭＤメラミン板仕上　ＫＷＡタイプ　又は同等メーカー品

　トイレハウス（水洗式）　小便器×　棟、洋便器×　棟

　ステンレス流しW1600（３水栓）×　台

12 汚垂石 ＴＯＴＯ　ハイドロセラ・フロＰＵ（薄型）　ｔ＝７　又は同等メーカー品

（材料は機械設備工事より支給、取付は建築工事）

　　アイカ　セラール、セラールサルセス（指紋レス）



工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課 総合設備コンサルタント株式

会社

工事区分表

A-4滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

NOSCALE

工 事 項 目 工 事 項 目Ｎｏ Ｎｏ備 考 備 考

工 事 区 分 表

100＜H≦200

200＜H≦300

300＜H≦400

　　　※貫通内径１００φ未満の時は補強を必要としない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ：貫通内径㎜

　　　０．３＜Ａ≦１．０

　　　　　Ａ≦０．３

　　　※スラブ筋を切断しない場合は補強を必要としない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：開口面積㎡

　　　※壁面を切断しない場合は補強を必要としない。

1.1　～　1.5

1.6　～　2.0

　　　１．０＜Ａ≦２．５

　 設 備 用 の 開 口 補 強 数 量 表

0.0　～　0.5

数 　 量 備 　 考開 口 面 積 （ ㎡ ）

数 　 量 備 　 考

備 　 　 考数 　 　 量

開 口 面 積 （ ㎡ ） 数 　 　 量 備 　 　 考

備 　 考数 　 量貫 通 内 径 （ φ ）

開 口 寸 法 （ ㎜ )

開 口 寸 法 （ ㎡ ）

0.0　～　0.5

0.6　～　1.0

1.1　～　1.5

0.0　～　0.5

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

36

　　　２）スラブ開口補強筋

　　　３）壁開口補強

　２．設備用下地材開口補強

　１．設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

　　　１）梁貫通補強筋（貫通孔Ｄ／３以下、梁巾＝４００以下の場合、Ｄは梁せい）

　　　１）壁開口補強　軽量鉄骨下地、木軸等

　　　２）天井開口補強

躯体貫通孔・箱入れ部の施工後の孔埋め

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

ＡＬＣ板の補強を要しない貫通用の穴開け

ＡＬＣ板の設備貫通用の開口補強、機器取付用下地補強

ＬＧＳ壁下地の設備貫通用の開口補強、機器取付用下地補強

点検口の製作取付（床、壁、天井）

吹出口、吸込口等の埋込器具取付のための墨出し

地下ピットの躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ並びに連通管

吹出口、吸込口等の埋込器具取付のための孔開・補強

建物外壁に取付く給・排気ガラリの製作取付

建具ガラリの製作取付

消火用充水槽

受水槽・消火用充水槽基礎

流し台

同上取付枠

天井扇・ダクト・ガラリ・ベントキャップ

フードの製作・取付

電動シャッターの一次側配管配線

電動シャッターの二次側配管配線・調整

防火・防煙シャッターの煙感知器・連動装置・制御盤

防火扉の一次側配管配線

防火扉の二次側配管配線・調整、開放装置

同上煙感知器・連動装置・制御盤

液面電極棒の取付及び調整(消火用充水槽)

加圧ポンプユニット 電源配管配線

同上 制御・警報用配管配線

洗面カウンター

洗面カウンター用洗面器

消火ポンプユニット 電源配管配線

同上 制御・警報用配管配線

照明器具・配管・ライティングダクト等吊ボルト用インサート

ダクト・給排水管等吊りボルト用インサート

厨房器具

同上接続配管・電源接続工事

消火器

化粧鏡(一般単体鏡　既製品)

化粧鏡(大型鏡)

別　

途

建

築

別　

途

建　

築

下記の項目は　　印部分を区分して施工する。但し図面その他に特記のあるものは、それに従う。

給湯設備の一次側配管配線及びリモコン用配管

同上二次側配管配線及びリモコン用配線・調整

46 電気錠の取付

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

電気錠の操作盤・制御盤

電気錠の電源・配管・配線

昇降機の一次側配管配線

昇降機の出入口・三方枠・カゴ内インターホン取付・制御盤・二次側配管配線

鉄骨構造階の出入口三方枠・敷居・押しボタン等の固定用鋼材の設置

鉄骨構造階の出入口機器と壁面の耐火処理

鉄骨構造階における中間ビームの設置

鉄骨構造階におけるレールブラケット・ポストアングル固定用ファスナの設置及び錆止メ塗装

昇降機のインターホン用配線

昇降機のインターホン用配管（シャフト内）

昇降機のインターホン用配管（シャフト外）

昇降機監視室等のインターホン取付調整

昇降機監視用モニターの設置

昇降機ピット内点検用コンセント

昇降路・ピットモルタル防水仕上げ

昇降機機械室内ホイスティングフック

79

躯体貫通スリーブ入・箱入、躯体貫通コア抜き、開口新設

消火器ボックス

昇降機機械室床嵩上げコンクリート打設及び防塵塗装

昇降機各出入口・インジケーター押ボタン等の孔明工事

0.0　～　0.5　(壁)

0.0　～　0.5　(床)

2.0　 ～ 　2.5

・貫通ｺｱ抜きは鉄筋探査実施後施工

　すること

埋め込み照明

天井カセットエアコン

空調機及び全熱交換器のリモコン用配線・取付・調整

空調機への電源配管配線工事

同上内～外機への渡り配線（冷媒配管共巻き）

監督員事務所

諸官庁等検査･申請手続き及び、それに伴う費用

工事中に於ける水道、下水、ガス、電気の使用料金

工事範囲の仮囲い、ゲ-ト及び敷き鉄板等

構内舗装の撤去及び仮復旧

構内舗装復旧

既存浄化槽　機器・配管・槽撤去

既存グリストラップ　土工事・躯体撤去

既存浄化槽　一次側電源撤去

既存汚水貯留槽　汚泥抜取り・清掃消毒

既設土間コンクリートはつり、復旧 設備図記載のものは除く。

犬走り・側溝部分の撤去及び復旧

設備配管改修に伴う下階既設天井仕上の撤去、復旧

既存換気扇開口部の閉塞

(建)…配管貫通用ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(開口共)

(機)…換気扇取付
建具に設置する換気扇取付または配管貫通用のアルミパネル

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

便所廻りの手摺

機械警備用空配管（既設配管利用）

既設高圧受変電設備・非常用発電機廻りフェンス工事

機械・機器類の基礎（建築図面記載のものに限る）

機器用アンカーボルト（　　　　　〃　　　　　）

埋め込み照明（ダウンライト）

生徒用仮設トイレ本体工事

生徒用仮設トイレ照明器具及び電源工事

生徒用仮設トイレ給排水配管及び接続工事

電　

気

機　

械

電　

気

機　

械

取付下地補強建築工事

補強はメーカー仕様による

手摺・衛生器具取付下地補強含む

取付下地補強建築工事

補強はメーカー仕様による

　　　　　１．この表（工事区分表）及び図面その他に記載がなく工事区分が不明なもの、または必要な工事については、協議の上監督員の指示に

　　　特記事項

　　　　　　　より区分を決定する。　この場合、工事費の増減の対象とはしない。

　　　　　450×450　天井点検口

　　　　　600×600　天井点検口

現場事務所のみ適用

換気機器

埋め込みスピーカー

機械設備用

６１

１８

１１

　４



：改修棟を示す

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

配置図　付近見取図 1/1500

A-5滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

配置図　1/1500

附近見取図　1/4000

　　　　　彦根市八坂町2500
工事場所：滋賀県立大学

グラウンド

野球場

テニスコート

体育館

人間文化学部棟

交流センター

看護学部棟

図書情報センター棟エネルギーセンター棟

管理棟

学生厚生棟

環境科学部棟

駐車場

講義棟

共通講義棟

工学部棟

C1棟

C4棟

現場事務所位置

前面道路

［工事概要］

・本工事による便所以外の他部屋の給排水設備への影響を極力及ぼさぬよう、現地調査を十分に行い、計画すること。

■特記事項

・本工事は校内、開校中の工事となるため、学生、職員、来客者、の安全管理に十分留意すること。
・施工計画において、作業曜日、作業開始時間、終了時間等の工程計画、工事場所の仮設間仕切り等、施設側と十分協議の上、作業計画を立てること。
（必要に応じ休日、夜間工事も含めた立案とすること。）
・施工計画に際し、大学運営、学生、職員、来客の安全及び、騒音・振動が出る工事、埃が出る工事については最優先に考慮し、対策を講じ、施設側と協議すること。
・内容については、施工場所の学生、大学職員、来客の動線及び工事場所以外の職員作業室の確保等を必要に応じ計画に含むものとする。
・滋賀県立大学、監督職員と工程を含め施工計画を作成し関係者の承諾を得ること。

・本工事により、既設建物・舗装等に損傷を与えた場合は、本工事内、請負者の責任において現況復旧を行うこと。
・工事が完了した部分から、都度仕様承諾等にて、請負者と大学側で執り行い、利用できるよう協力すること。

・工学部棟　C1棟の２階男女便所の改修を行う。

・本工事は滋賀県立大学の「工学部棟　C1棟」「工学部棟　C4棟」にある便所の改修工事を行うものとする。

・工学部棟　C4棟の１～３階男女便所の改修を行う。

・上記に付随する機械設備・電気設備工事。

25201510525201510525201510525201510525201510525201510515 2520105

工事ﾔｰﾄﾞ供用工事ﾔｰﾄﾞ設置

概略参考工事工程

共通仮設他

備考

便所棟（C1-2）便所改修

機械システム学科棟（C4）便所改修
仮設

（仮間仕切)

解体工事 管更生 仮設撤去

手直し

検査内部改修工事

美装

工事ﾔｰﾄﾞ撤収

仮設

（仮間仕切)

解体工事 管更生 仮設撤去

手直し

検査

美装

内部改修工事

１か月目 ２か月目 ３か月目 ４か月目 ５か月目 ６か月目 ７か月目 Ｎ

Ｎ



：改修対象室を示す

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/250

A-6滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

工学部棟　1階平面図

駐車場

中庭

中庭

中庭

EV

準備室学生実験室装置室熱源機械室

装置室装置室 研究室研究室

助教授室演習室演習室教授室

資料室

エントランス

装置室装置室

教授室 演習室 演習室 助教授室 テラス

研究室 研究室

装置室装置室 研究室 研究室

教授室 演習室 演習室 助教授室

情報処理室

ロビー 倉庫 資料室

コモンスペース

談話室

コモンスペース

談話室

装置室 研究室 研究室

教授室 演習室
研究実験室 研究実験室 研究実験室 研究実験室

ＣＡＭ室 機械実習室

共同装置室

共同装置室

共同装置室

共同装置室

共同装置室

共同装置室

（材料）

（材料）

（材料）

（材料）

（機械）

（機械）

助教授室

（機械工学）（機械工学）

（機械）

受水槽・ポンプ室

（機械） （機械）

（材料） （材料）

（材料） （材料）

（機械） （機械）

研究実験室
受変電室

研究実験室

パワエレ実験室

電池実験室

情報機器室

会議室

女子便所

男子便所

多目的便所

EV

研究実験室

前室

研究実験室

研究実験室
研究室

談話室

研究室

研究室

研究室

廊下

廊下

無響室 測定室

空調機械室

恒温恒湿室 ＷＣ電気室

マイクロ
貸実験室 貸実験室

実験室

化学技術

分析測定室

風除室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾎｰﾙ

廊下

PS

倉庫

EV機械室

女子便所

男子便所

多目的

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

女
子
便
所

男
子
便
所

(
15
人
乗
り
)

学部長室

控室

前室

テラス

エントランス
廃液保管庫

自転車置場

暗室

テラス

電気室 工具倉庫

(Ｃ５棟)

(Ｃ６棟)

(Ｃ１棟)

(Ｃ２棟)

(Ｃ４棟)

(Ｃ３棟)

(Ｃ７棟)

エントランスホール

6,250 7,500 7,500 6,250

27,500

3,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,500

3,500 6,250 7,500

5,000 5,000 3,750

4,050

3,750 5,000 5,000 5,000 5,000 3,750

6,250 7,500 7,500 6,250 2,100 8,000

54,850

3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 6,4003,200

35,200

6,0006,000
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：改修対象室を示す

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/250

A-7滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

工学部棟　2階平面図

(
15
人
乗
り
)

研究室

ホール

廊下

廊下

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

談話室

EV
男子便所

多目的便所
女子便所

研究実験室

研究実験室

研究実験室

研究実験室

研究実験室

生徒居室

計算機室・ゼミ室

学生居室

コピー室 客員教授室

共同実験室

吹抜

吹抜

客員教授室
コピー室

共同実験室
吹抜

空調機械室

（機械）（機械）

（材料）（材料）

（材料）（材料）

（機械）（機械）（機械）

（機械工学） （機械工学）

助教授室教授室

研究室研究室装置室

助教授室演習室演習室教授室

研究室研究室装置室 装置室

研究室研究室

助教授室演習室演習室教授室

装置室 装置室

教授室 演習室 演習室 助教授室

研究室 研究室装置室 装置室

装置室 学生実験室 準備室

EV

ＷＣ

談話室

湯沸

吹抜

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

天井裏
無響室

産学交流研究室 産学交流研究室

貸実験室共同研究室

廊下

ﾎｰﾙ

貸実験室貸実験室

吹抜
男子便所

女子便所

Ｐ
Ｓ

ＰＳ

電気室

会議室

女
子
便
所

男
子
便
所

Ｐ
Ｓ

吹抜

演習室

女子ﾛｯｶｰ室

男子ﾛｯｶｰ室

給湯

更衣室

ＷＣ

技術員室 演習室 演習室 吹抜

吹抜吹抜

(Ｃ７棟)

(Ｃ５棟)

(Ｃ６棟)

(Ｃ３棟)

(Ｃ４棟)

(Ｃ１棟)

(Ｃ２棟)

演習室 演習室

ＷＣ

男子ｼｬﾜｰ室 洗面

女子ｼｬﾜｰ室

女子便所

多目的

男子便所

6,250 7,500 7,500 6,250

27,500

3,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,500

3,500 6,250 7,500

5,000 5,000 3,750

4,050

3,750 5,000 5,000 5,000 5,000 3,750

6,250 7,500 7,500 6,250 2,100 8,000

54,850

3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 6,4003,200
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41,2507002,100
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6,2507,5006,250
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：改修対象室を示す

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/250

A-8滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事

工学部棟　3階平面図

研究室

廊下

ホール

研究実験室

研究実験室

研究実験室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

談話室

研究室

研究室

EV
男子便所

女子便所
多目的便所

研究室

学生実験室

学生実験室

学生実験室

学生実験室

(
1
5
人
乗
り
)

ロビー

助教授室演習室

演習室 教授室

演習室 助教授室

装置室

（材料）

研究室

室外機置き場

（機械）（機械）

（材料）（材料）

（材料）（材料）

助教授室演習室教授室

研究室研究室装置室

ロビー

助教授室演習室演習室教授室

研究室研究室装置室 装置室

研究室研究室

助教授室演習室演習室教授室

装置室 装置室

教授室 演習室 演習室 助教授室

研究室装置室 装置室
EV

冷却塔置場

倉庫 吹抜

女
子
便
所

男
子
便
所

Ｐ
Ｓ

テラス

テラス

製図室

テラス

(Ｃ７棟)

(Ｃ５棟)

(Ｃ６棟)

(Ｃ３棟)

(Ｃ４棟)

(Ｃ１棟)

(Ｃ２棟)

廊下

6,250 7,500 7,500 6,250

27,500

3,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,500

3,500 6,250 7,500
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改修後

改修前

改修後
男子便所

女子便所

男子便所

女子便所

塩ﾋﾞ製(新設)

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。

塩ﾋﾞ製廻り縁は目透かしﾀｲﾌﾟとする。

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて

補強を行うこと。

天井点検口450角を適宜設けること。ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ塗

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

- - LGS(新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)下地調整

- -

LGS(撤去)

LGS(新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)下地調整

M0
２階

MO 100角ﾀｲﾙ貼(撤去)

下地調整

下地調整

下地

天井高床　高

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±
室　名

仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

塩ﾋﾞ製(撤去)M0 100角ﾀｲﾙ貼(撤去) LGS(撤去)MO M0.C

M0.C

ＧＢ　厚９＋９　ＡＥＰ塗（撤去）

ＧＢ　厚９＋９　ＡＥＰ塗（撤去）

±0

±0

±0

±0

2,765

2,765

2,765

2,765

ﾓﾙﾀﾙ巾木 H=65(存置)

ﾓﾙﾀﾙ巾木 H=65(存置)

100角タイル貼（存置）
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(存置)

100角タイル貼（存置）
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(存置)

EP塗・EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

汚垂石　磁器質ﾀｲﾙ張(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

汚垂石(新設)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端SUS 厚６､CB 厚100下地 100角ﾀｲﾙ張

和便器撤去部　

モルタル　厚３０＋ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚２５０斫り撤去

（７１０×３８０）を示す（四周カッター切）

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

和便器撤去部開口閉塞（７１０×３８０）

ｺﾝｸﾘｰﾄ(21N/m3)厚２８０直押え

後施工アンカー（差筋アンカー　Ｄ１３

　薬液固定型）＠１５０（千鳥）

　（１ヵ所につき２０本）

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

柱型　下地調整の上化粧シート貼

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去（男子便所のみ）

※衛生器具等撤去(機械設備)

　(衛生陶器､配管､手摺､鏡)　

※照明器具等撤去(電気設備)

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

　工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、手摺、鏡撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、鏡撤去

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人口大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人口大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

機械設備：小便器手摺

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による

乾燥状態にて施工を行うこと。

内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

天井点検口　内部450角とする。
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C1-2　2階便所平面詳細図（改修前） C1-2　2階便所平面詳細図（改修後）

略号表示

AEP塗(塗膜除去)

壁タイル貼（存置）

壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種（水洗い）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)(腰、壁共：白)

略号表示

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)
（腰：キャスター木目縦　Ｈ＝８００、壁：白）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)
（腰：白、壁（ライニング天端又はカウンターより上部）：緑）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)
（腰：白、壁（ライニング天端又はカウンターより上部）：オレンジ）

（腰：チーク木目縦　Ｈ＝８００、壁：白）

※腰と壁が色分けの部位はライニング天端合わせでアルミジョイナー設置
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Ａ
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Ａ
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Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

汚垂石撤去

床長尺塩ビシート
　厚２．０撤去

床長尺塩ビシート
　厚２．０撤去

ライニング撤去

ライニング撤去

ライニング撤去

雨水竪管存置ライニング撤去

ライニング撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ライニング撤去

アルミ製見切存置

雨水竪管存置

ライニング撤去

スチール額縁（下枠）厚６撤去 スチール額縁（下枠）厚６撤去

アルミ製見切存置

木製ドア撤去
（上部パネル共）

アルミ製化粧カウンター取外し
（再利用、ブラケット共）

既存スチール建具
硝子撤去（上部２枚）

既存スチール建具
硝子撤去（上部２枚）

－１

－２

－３

－１

－２

雨水竪管　ＳＯＰ塗替
雨水竪管　ＳＯＰ塗替

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設 薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修

アルミ製見切

アルミ製見切

アルミ製見切

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ライニング新設①

ライニング新設③

ライニング新設④

ライニング新設③

ライニング新設⑤

アルミジョイナーＷ型

化粧棚

化粧棚

化粧棚

化粧棚

ピクチャーレール　Ｌ＝２０００

ピクチャーレール
　Ｌ＝１５００

化粧カウンター取付（既存品再利用）
ライニング新設②

化粧カウンター新設

化粧カウンター新設

棚６００×５２０
（下部物入）

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

ライニング新設③

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修

薄
塗
ﾓﾙ
ﾀﾙ
補
修

－１
薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修

－１

－２

薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修

－２

－２

－１

－３

－３

－２

－２

－２

－２

－２

薄
塗
ﾓﾙ
ﾀﾙ
補
修

－２

－２

－１

－２

－２

薄
塗
ﾓﾙ
ﾀﾙ
補
修

薄
塗
ﾓﾙ
ﾀﾙ
補
修

－２

土足禁止部

※ライニング新設
　①２７００×２５０×Ｈ　９００
　②２０００×２５０×Ｈ　９００
　③１０６０×１５０×Ｈ　８００
　④　９４０×１５０×Ｈ１１００
　⑤１０８０×１５０×Ｈ　８００

※化粧棚
　天板　メラミンポストフォーム２５０×３００
　棚受　ステインレス製棚受アングル

※化粧カウンター新設
　天板　メラミンポストフォーム　Ｗ＝２５０
　棚受　鋼製Ｌ型コンパクトタイプ焼付塗装品

土足禁止部床見切

床
見
切

汚垂石新設

スチールガラリ新設
（カバー工法）

スチールガラリ新設
（カバー工法）

※スチールガラリ新設
（カバー工法）
　　ガラリ開口率３０％

　錆止塗装の上ＳＯＰ塗
　水切ステンレス製

スチール建具
下地調整の上ＳＯＰ塗替

スチール建具
下地調整の上ＳＯＰ塗替

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-9

C1-2　2階便所平面詳細図（改修前・改修後）

C12TB
1

C12TB

C12TB

2

3



解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端SUS 厚６､CB 厚100下地 100角ﾀｲﾙ張

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去（男子便所のみ）

※衛生器具等撤去(機械設備)

　(衛生陶器､配管､手摺､鏡)　

※照明器具等撤去(電気設備)
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天井伏図

女子便所男子便所

Ａ２ Ｂ Ｃ ＤＡ１

Ａ１ Ａ２ Ｂ Ｃ Ｄ

男子便所２階

２階 女子便所

キープラン

女子便所

男子便所

YB1

YB2

XB9 XB10

YB2

XB9 XB10

XB9 XB9 XB9YB2 YB1 YB1 YB2

XB10XB10 YB1XB10 YB1

YB1
雨水竪管

雨水竪管

壁：タイル貼

壁：タイル貼

壁：コンクリート打放しＢ種 壁：ガラスブロック

壁：タイル貼

壁：タイル貼

壁：コンクリート打放しＢ種

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

巾木：モルタル巾木Ｈ＝６５

壁：タイル貼

壁：ガラスブロック 壁：ガラスブロック

壁：タイル貼

壁：ガラスブロック

壁：タイル貼

壁：タイル貼

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋９　ＡＥＰ塗　下地共撤去

壁：コンクリート打放しＢ種

壁：タイル貼

アルミ見切厚６

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

壁：タイル貼アルミ見切厚６

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋９　ＡＥＰ塗　下地共撤去

衛生設備撤去
（機械設備）

トイレブース
撤去

鏡 鏡

鏡撤去（機械設備）

鏡 鏡 鏡

鏡撤去（機械設備）

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

天端：SUS 厚６　撤去

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

巾木：モルタル巾木Ｈ＝６５

カウンター撤去

天端　スチール額縁　厚６撤去
壁：コンクリート
　　打放しＢ種

木製ドア撤去
（上部パネル共）

壁：コンクリート打放しＢ種

木製ドア撤去
（上部パネル共）

洗面カウンター撤去

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-10

C1-2　2階便所展開・天井伏図（改修前）



新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

スピーカー用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）
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男子便所

女子便所

キープラン

女子便所
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天井伏図

女子便所

男子便所

XB9 XB9 XB9YB2 YB1 YB1 YB2

XB10XB10 YB1XB10 YB1

YB1

YB2

XB9 XB10

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設 壁：下地調整の上

　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

アルミ見切厚６

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

ライニング新設

ライニング新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

アルミ見切厚６

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

雨水竪管　ＳＯＰ塗替 雨水竪管　ＳＯＰ塗替

ライニング天端
人工大理石　厚１２ ライニング天端

人工大理石　厚１２
ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

化粧カウンター新設
トイレブース新設

雨水竪管　ＳＯＰ塗替

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

雨水竪管　ＳＯＰ塗替

化粧カウンター取付
（既存品再利用）

化粧カウンター取付
（既存品再利用）

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

ピクチャーレール　Ｌ＝２０００

ピクチャーレール　Ｌ＝１５００

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

化粧カウンター新設

化粧棚

化粧棚
化粧棚

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
ＬＧＳ下地（スタッド５０）
スタイロパネルＫ（４０＋５）

アルミ見切厚６

壁：GB　厚１２．５の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

メラミンポストフォーム扉

棚　メラミンポストフォーム　厚３２

ステンドグラス　３００角
ステンドグラス取付アイアンフレーム（横使い）

雨水竪管
雨水竪管

※ステンドグラス　３００角
　㈱セブンホームのピュアグラスSH-E01又は同等品
　ステンドグラス取付アイアンフレーム（横使い）
　㈱セブンホームのPDP-300角又は同等品

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-011

C1-2　2階便所展開・天井伏図（改修後）

  

３５０角

３５０角

３５０角

３００角 ３００角

３００角

下り天井部横向ダウンライト用開口補強　φ１５０



C1-2　矩計図（改修前）　　　１：５０ C1-2　矩計図（改修後）　　　１：５０
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１
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男子便所

女子便所

女子便所

女子便所

男子便所

女子便所

男子便所

XB9 XB10 XB10 XB9 XB10 XB10

衛生設備撤去
（機械設備）

トイレブース撤去

衛生設備撤去
（機械設備）

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

床　汚垂石撤去

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

ライニング撤去

ライニング撤去

トイレブース撤去

壁　ライニング撤去跡モルタル補修
　　下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

壁　既存タイル面下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

床　汚垂石新設

床　下地調整の上
超防汚性ビニル床シート　厚２．０貼新設 床　下地調整の上

超防汚性ビニル床シート　厚２．０貼新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

トイレブース新設

トイレブース新設

壁　ライニング撤去跡モルタル補修
下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

天井　ＧＢ　厚９＋９　ＡＥＰ塗
　　　ＬＧＳ下地共撤去

天井　ＧＢ　厚９＋９　ＡＥＰ塗
　　　ＬＧＳ下地共撤去

壁　１００角タイル貼（存置） 壁　１００角タイル貼（存置）

ライニング撤去
天端　SUS板　厚６撤去
ＣＢ　厚１００下地タイル貼

ＬＧＳ下地（スタッド５０）

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

横目地

壁　既存タイル面下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼新設

スタイロパネルＫ（４０＋５）

スチール額縁　厚６撤去跡モルタル補修

衛生設備撤去
（機械設備）

ライニング撤去
天端　スチール額縁　厚６撤去
ＣＢ　厚１００下地タイル貼

ライニング撤去

壁　１００角タイル貼（存置）

スチール額縁　厚６撤去

壁　ライニング撤去跡モルタル補修
下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

天端　人工大理石　厚１２新設

柱型
下地調整の上化粧シート貼

ＬＧＳ下地（スタッド５０）

ＧＢ　厚１２．５の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

スタイロパネルＫ（４０＋５）

スチール額縁　厚６撤去跡モルタル補修

横目地

（更衣スペース）

化粧カウンター

天井　ＬＧＳ下地　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

アルミアングル見切

棚　メラミンポストフォーム　厚３２
（棚受　ステンレス製棚受アングル２８０　３方）

縦枠　メラミンポストフォーム　１００×厚２６

壁：GB　厚１２．５の上メラミン化粧合板厚３新設

（ステンドグラスは横から入替とする）

ステンドグラス　３００角
ステンドグラス取付アイアンフレーム（横使い）

メラミンポストフォーム扉　５６５×Ｈ７６５
スライドヒンジ、マグネットキャッチ、プルノブ

※ステンドグラス　３００角
　㈱セブンホームのピュアグラスSH-E01又は同等品
　ステンドグラス取付アイアンフレーム（横使い）
　㈱セブンホームのPDP-300角又は同等品

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木　Ｈ＝１００新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-12

C1-2　矩計図（改修前・改修後）



改修後 塩ﾋﾞ製(新設)

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。

塩ﾋﾞ製廻り縁は目透かしﾀｲﾌﾟとする。

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて

補強を行うこと。

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ塗

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

- - LGS(新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)下地調整 下地調整

改修前 塩ﾋﾞ製(撤去)LGS(撤去)M0MO 100角ﾀｲﾙ貼(撤去) ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗（撤去）
ﾋﾞﾆﾙ巾木溶接工法

H=60(撤去)
±0

±0

改修後 塩ﾋﾞ製(新設)- - LGS(新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)下地調整

下地

天井高床　高

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±
室　名

仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

塩ﾋﾞ製(撤去)M0 100角ﾀｲﾙ貼(撤去) LGS(撤去)MO

下地調整

ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗（撤去）
ﾋﾞﾆﾙ巾木溶接工法

H=60(撤去)
±0

±0

100角タイル貼（存置）
AEP塗(塗膜除去)、GB　厚12の上AEP塗(塗膜除去)
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し B種（存置）

M0.C.LGS

100角タイル貼（存置）
AEP塗(塗膜除去)、GB　厚12の上AEP塗(塗膜除去)
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し B種（存置）

M0.C.LGS

男子便所

女子便所

男子便所

女子便所

2,500

2,500

2,500

2,500

EP塗・EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

汚垂石　磁器質ﾀｲﾙ張(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

汚垂石(新設)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端SUS 厚６､CB 厚100下地 100角ﾀｲﾙ張

和便器撤去部　

モルタル　厚３０＋ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚１８０斫り撤去

（７１０×３８０）を示す（四周カッター切）

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

和便器撤去部開口閉塞（７１０×３８０）

ｺﾝｸﾘｰﾄ(21N/m3)厚２１０直押え

後施工アンカー（差筋アンカー　Ｄ１３

　薬液固定型）＠２００（１ヵ所につき１４本）

天井点検口450角を適宜設けること。

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

１階

２階

３階

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人口大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

機械設備：小便器手摺

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人口大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、鏡撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去（１階のみ）、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、手摺、鏡撤去

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去（１階男子便所のみ）

※衛生器具等撤去(機械設備)

　(衛生陶器､配管､手摺､鏡)　

※照明器具等撤去(電気設備)

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

　工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)

GB　厚12貼(新設LGS下地共)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)

GB　厚12貼(新設LGS下地共)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による

乾燥状態にて施工を行うこと。

内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

天井点検口　内部450角とする。
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女子便所

C4　1～3階便所平面詳細図（改修前） C4　1～3階便所平面詳細図（改修後）略号表示

AEP塗(塗膜除去)

壁タイル貼（存置）

壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種（水洗い）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)(腰、壁共：白)

略号表示

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(新設)
（腰：チーク木目縦　Ｈ＝８００、壁：白）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)
（腰：白、壁（ライニング天端又はカウンターより上部）：緑）

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)
（腰：白、壁（ライニング天端又はカウンターより上部）：オレンジ）

※腰と壁が色分けの部位はライニング天端合わせでアルミジョイナー設置

イ

ロ

Ａ

ＢＢ

Ａ

ＡＡ

ニ

イイ

イ

ニ

ニ

ロ

イ

ロ

イ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

汚垂石撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ライニング撤去ライニング撤去

ライニング撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー

床見切縁存置

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

アルミ製見切

鋼製建具
下地調整の上ＳＯＰ塗

壁　ＧＢ　厚１２貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

アルミ製見切
　存置

アルミ製見切
　存置

床長尺塩ビシート
　厚２．０撤去

床長尺塩ビシート
　厚２．０撤去

アルミ製見切

ライニング新設①

ライニング新設②

ライニング新設③ ライニング新設⑤

ライニング新設④

床見切縁

アルミジョイナーＷ型（３方）

薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修

－１

－２

－１

－２

－１

－１
－２

－２

－２

－２

－２

－２ －２

－２

－２

－２

－１

※３階はC4TB-3、C4TB-4

汚垂石新設

※ライニング新設
　①１２４０×２５０×Ｈ　９００
　②　８６５×１５０×Ｈ　８００
　③　９３０×１５０×Ｈ　８００
　④　８６５×１５０×Ｈ　８００
　⑤　７５５×１５０×Ｈ１１００

洗面カウンター
撤去（１階のみ）

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-13

C4　1～3階便所平面詳細図（改修前・改修後）

C4TB

C4TB
2.4

1.3



解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端SUS 厚６､CB 厚100下地 100角ﾀｲﾙ張

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去（１階男子便所のみ）

※衛生器具等撤去(機械設備)

　(衛生陶器､配管､手摺､鏡)　

※照明器具等撤去(電気設備)
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男子便所女子便所

ＰＳ

男子便所女子便所

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３

ＰＳ

Ｄ

1～2階キープラン

1～2階男子便所

1～2階女子便所

1～2階天井伏図

YA1

YA2

XA3 XA4

YA1

YA2

XA3 XA4

XA4 YA2 YA1 XA4 XA4 XA4 YA2YA1

XA3 YA2 YA1 XA3 XA3 XA3 YA2YA1

カウンター撤去

壁：コンクリート打放し　Ｂ種 壁：タイル貼
壁：タイル貼

壁：タイル貼

トイレブース撤去

カウンター撤去

壁：タイル貼

壁：タイル貼

トイレブース撤去
壁：タイル貼

壁：タイル貼

壁：コンクリート打放し　Ｂ種

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

巾木：ビニル巾木溶接工法 Ｈ＝６０　撤去

巾木：ビニル巾木溶接工法 Ｈ＝６０　撤去

天井：ＧＢ 厚９　ＡＥＰ塗　下地共撤去
壁：ＧＢ 厚１２の上ＡＥＰ塗　　塗膜除去 壁：薄塗モルタル補修の上ＡＥＰ塗　塗膜除去

壁：薄塗モルタル補修の上ＡＥＰ塗　塗膜除去
天井：ＧＢ 厚９　ＡＥＰ塗　下地共撤去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

カウンター撤去

鏡撤去（機械設備）

カウンター撤去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

壁：ＧＢ厚１２の上ＡＥＰ塗　塗膜除去

カウンター撤去

鏡 鏡

鏡鏡

鏡撤去
（機械設備）

天端：SUS 厚６　撤去

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-14

C4　1～2階便所展開・天井伏図（改修前）



新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

（寸法は図示）

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

スピーカー用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す
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男子便所女子便所

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３

ＰＳ

Ｄ

ＰＳ

女子便所 男子便所

1～2階天井伏図1～2階キープラン

1～2階女子便所

1～2階男子便所

YA1

YA2

XA3 XA4

XA4 YA2 YA1 XA4 XA4 XA4 YA2YA1

XA3 YA2 YA1 XA3 XA3 XA3 YA2YA1

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設壁：下地調整の上

　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設

鋼製建具下地調整の上ＳＯＰ塗

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

トイレブース新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上、メラミン化粧合板厚３新設

トイレブース新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設
天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

ライニング天端
人工大理石　厚１２ ライニング天端

人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

アルミ見切

アルミ見切
ライニング天端
人工大理石　厚１２

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-15

C4　1～2階便所展開・天井伏図（改修後）

２００角
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２００角
２００角



解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端SUS 厚６､CB 厚100下地 100角ﾀｲﾙ張

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

※衛生器具等撤去(機械設備)

　(衛生陶器､配管､手摺､鏡)　

※照明器具等撤去(電気設備)
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男子便所女子便所

ＰＳ

男子便所女子便所

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３

ＰＳ

Ｄ

3階キープラン 3階天井伏図

3階女子便所

3階男子便所

YA1

YA2

XA3 XA4

YA1

YA2

XA3 XA4

XA4 YA2 YA1 XA4 XA4 XA4 YA2YA1

XA3 YA2 YA1 XA3 XA3 XA3 YA2YA1

カウンター撤去

壁：コンクリート打放し　Ｂ種 壁：タイル貼 トイレブース撤去

カウンター撤去
壁：タイル貼

トイレブース撤去 壁：コンクリート打放し　Ｂ種

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

巾木：ビニル巾木溶接工法 Ｈ＝６０　撤去

巾木：ビニル巾木溶接工法 Ｈ＝６０　撤去

天井：ＧＢ 厚９　ＡＥＰ塗　下地共撤去
壁：ＧＢ 厚１２の上ＡＥＰ塗　　塗膜除去 壁：薄塗モルタル補修の上ＡＥＰ塗　塗膜除去

天井：ＧＢ 厚９　ＡＥＰ塗　下地共撤去
壁：薄塗モルタル補修の上ＡＥＰ塗　塗膜除去 壁：ＧＢ厚１２の上ＡＥＰ塗　　塗膜除去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

カウンター撤去

壁：タイル貼壁：タイル貼
カウンター撤去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

カウンター撤去

鏡撤去（機械設備）

壁：タイル貼

壁：タイル貼

壁：タイル貼

ライニング：腰壁陶器質タイル
　　　　　　下地共撤去

カウンター撤去

鏡鏡

鏡 鏡

鏡撤去（機械設備）
天端：SUS 厚６　撤去

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社
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滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-16

C4　3階便所展開・天井伏図（改修前）



新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

スピーカー用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）
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Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３

ＰＳ

Ｄ

3階キープラン 3階天井伏図

ＰＳ

女子便所 男子便所

3階男子便所

3階女子便所

YA1

YA2

XA3 XA4

XA4 YA2 YA1 XA4 XA4 XA4 YA2YA1

XA3 YA2 YA1 XA3 XA3 XA3 YA2YA1

トイレブース新設

トイレブース新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設
天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設 壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設 壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設
天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

壁：下地調整の上メラミン化粧合板厚３新設

鋼製建具下地調整の上ＳＯＰ塗

壁：下地調整の上
　　メラミン化粧合板厚３新設

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

アルミ見切

アルミ見切

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

巾木：床材巻上げ巾木Ｈ＝１００新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2024年3月

令和6年　3月　日 滋賀県立大学財務課
S =

総合設備コンサルタント株式

会社

1/50

滋賀県立大学Ｃ棟トイレ改修前期工事 A-17

C4　3階便所展開・天井伏図（改修後）
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２００角
２００角



C4　矩計図（改修前）　　　１：５０ C4　矩計図（改修後）　　　１：５０
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トレンチ

女子便所

女子便所

ダクトスペース

女子便所廊　下

女子便所廊　下

女子便所廊　下

ダクトスペース

トレンチ

廊　下

廊　下

廊　下

YA2 YA1YA2 YA2 YA1YA2

天井
ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗
ＬＧＳ下地共撤去

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

衛生設備撤去
（機械設備）

トイレブース撤去

天井
ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗
ＬＧＳ下地共撤去

衛生設備撤去
（機械設備）

トイレブース撤去

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

衛生設備撤去
（機械設備）

トイレブース撤去

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

壁　下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼新設

床　下地調整の上
超防汚性ビニル床シート
　厚２．０貼新設

天井
ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗
ＬＧＳ下地共撤去

壁　ＧＢ　厚１２．５の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

壁　ＧＢ　厚１２．５の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

床　長尺塩ビシート
　厚２．０撤去

床　長尺塩ビシート　厚２．０撤去

壁　薄塗モルタル補修の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

壁　薄塗モルタル補修の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

床　下地調整の上
超防汚性ビニル床シート
　厚２．０貼新設

トイレブース新設

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

壁　下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

壁　下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

壁　下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設

壁　下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼新設

壁　下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼新設

床　下地調整の上
超防汚性ビニル床シート
　厚２．０貼新設

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

壁　ＧＢ　厚１２．５の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

ビニル巾木溶接工法
Ｈ＝６０撤去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　薄塗モルタル補修の上
　　ＡＥＰ塗塗膜除去

壁　ＧＢ　厚１２の上タイル貼撤去
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

壁　ＧＢ　厚１２貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼新設
　　ＬＧＳ下地　スタッド５０共

天井
ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗
ＬＧＳ下地共撤去

ライニング撤去
天端　SUS板　厚６撤去、ＣＢ　厚１００下地タイル貼

ライニング撤去
天端　SUS板　厚６撤去、ＣＢ　厚１００下地タイル貼

ライニング撤去
天端　SUS板　厚６撤去、ＣＢ　厚１００下地タイル貼

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

天井　ＬＧＳ下地
　　　ＧＢ　厚９．５捨貼
　　　岩綿吸音板　厚１２新設

天井
ＧＢ　厚９　ＡＥＰ塗
ＬＧＳ下地共撤去

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

ライニング天端
人工大理石　厚１２

トイレブース新設

トイレブース新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
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C4　矩計図（改修前・改修後）



符 　 合 ・ 数 　 量

形　　式・使用箇所

見 込

材 　 質 ・ 仕 　 上

ガ 　 　 ラ 　 　 ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符 　 合 ・ 数 　 量

形　　式・使用箇所

姿　　　　　　図

姿　　　　　　図

見 込

材 　 質 ・ 仕 　 上

ガ 　 　 ラ 　 　 ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符 　 合 ・ 数 　 量

形　　式・使用箇所

見 込

材 　 質 ・ 仕 　 上

ガ 　 　 ラ 　 　 ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符 　 合 ・ 数 　 量

形　　式・使用箇所

姿　　　　　　図

見 込

材 　 質 ・ 仕 　 上

ガ 　 　 ラ 　 　 ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

姿　　　　　　図
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トイレブース C1-2棟 2階男子便所

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

40

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

C1-2棟 2階男子便所トイレブース

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

上レール・ハンドル・ロック・巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

上レール・ハンドル・ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

トイレブース C1-2棟 2階女子便所

トイレブース C4棟 1～2階女子便所

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

トイレブース C4棟 1～2階男子便所

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

トイレブース C4棟 3階女子便所

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

40

トイレブース C4棟 3階男子便所

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

1ヶ所 1ヶ所 1ヶ所

2ヶ所 2ヶ所 1ヶ所

1ヶ所

C12TB-1 C12TB-2 C12TB-3

C4TB-1 C4TB-2 C4TB-3

C4TB-4

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　折戸:TJ-519K 高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K　折戸:TJ-519K

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6005KN　扉:TJY508K
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縮尺 1:2縮尺 1:2 数量　　　1

■サイン特記仕様
（１）使用材料
　　ａ．木材　　　　：ＶＯＣ商品（ホルムアルデヒド基準Ｆ☆☆☆☆対応）とする。
　　ｂ．アルミ　　　：ＪＩＳ－Ｈ４１００　Ａ－６０６３　Ｓ－Ｔ５（アルミ押出型材）
　　ｃ．アクリル　　：ＪＩＳ－Ｋ－６７１８
　　ｄ．ステンレス　：ＪＩＳ－Ｇ４３０５　ＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上
（２）フォント
　　ａ．書体については、丸ゴシックは「スーラＤＢ」、角ゴシックは「新ゴＭ」を基準とする。
　　　※但し、係員より特定の書体の指示があった場合はこの限りではない。

（３）ピクトグラム
　　ａ．図柄については、原稿を作成し係員の承認を受ける事。
（４）カラーユニバーサル
　　ａ．CUDカラー認証取得業者での制作とする。
（５）取付位置・方法
　　ａ．取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。
　　ｂ．取付方法については、取付位置の下地などを考慮し適切な方法で取付を行う事。
　　ｃ．障害者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。

（６）その他
　　ａ．室名札については、部屋の移動・名称変更に対応できるよう脱着式を基本とする。
　　　　又、室名札脱着の際にはスライドロック機構、専用吸盤などを利用し
　　　　商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様とする事。
　　ｂ．サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をする事。

１ ２ 数量　　　１ 縮尺 1:2３

縮尺 1:2４

数量　　　３

数量　　　３

平付型男子トイレサイン（C1-2 ２階） 平付型女子トイレサイン（C１-2 ２階） 平付型男子トイレサイン（C4 １～3階）

平付型女子トイレサイン（C4 １～3階）

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
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表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2





パナソニック

※

イ 本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面１３葉および標仕

※

３

２

C4棟

C1-2棟

備 考

月末報告用

必要に応じ

状況によりつなぎ写真

3・5・7 ２

２

１

１

6・10・20

3・5・7

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。工事写真は全て工事写真帳に貼り付け提出する。

定期提出

完 成 時

工 事 中

着 工 前

部数(ネガ1枚に付)撮影枚数区 分 分類・規格

他工事に含まれる一括発注の場合は、※印を付したものを適用する。

※工事図記号（凡例）は別図（ ）による。

姿図による

照 度 測 定

配 線 器 具

配線、機器取付け、調整までとする。既設撤去も含む。

既設撤去も含む。

トイレ呼出表示設備

滋賀県彦根市八坂町２５００

・滋賀県立大学トイレ改修工事に伴う電気設備工事の一切を行う。

滋賀県立大学トイレ改修工事

日間 ・ 令和 年 月 日まで

パナソニック 三菱電機照明

大日製作所日満大正電機製造

蓄 電 池

自 家 発 電 機 器

防火戸自閉機器

ガス漏れ警報器

火 災 報 知 機 器

テレビ共聴機器

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

既設端子盤より一部の配管・配線は既設流用とする。

便所内のトイレ呼出機器類の撤去・新設を行う。既設端子盤より子器に至る配管、

金属管工事 HIVE管工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

既設電灯盤及び便所に新設する電灯盤より配管配線器具取付けまでとする。

電灯分電盤（露出型 2面 埋込型 -面）

便所に新設する分電盤に電源供給する。また、既設分電盤の改修も行う。

※

※

※

※

※

※

※

※

35 施工計画書

及び事故の補償

34 保険の付保

公衆災害防止

36 余裕期間制度

37 週休２日取組

促進型工事

建材の調査

38 石綿含有

項 目 適用種目特 記 事 項 特 記 事 項項 目項 目特 記 事 項

特 記 事 項項 目

適 用 項 目

※

※

※

８ 技術管理

７ 現場代理人

６ 工事写真

る資料

５ 保全に関す

４ 完成図

ｯｸﾘｽﾄ

３ 施工監理ﾁｪ

２ 監理指針

１ 施工基準

に○）

（該当する者

技術者

９ 電気保安

材等の選定

10 下請業者機

11 検査

等

12 検査合格書

の取合い

13 建築工事と

関係

14 既存設備

15 公害対策

の処理

16 産業廃棄物

17 発生材の処理

18 保険等

務所

19 監督職員事

実施状況

22 創意工夫等

管理義務者

20 安全対策

の連絡協議

23 別途工事と

の保管管理

24 シンナー等

回収等

25 フロン類の

・登録

報の作成

26 工事実績情

遵守

両の電波法

27 工事関係車

止措置

28 過積載の防

29 技術検査

意事項等

30 施工上の留

他への届出

39 官公署その

対策要綱

33 建設工事

32 環境配慮指針

介入の排除

による不当

31 暴力団員等

一定の知見を有する者が実施するように努めること。

実施すること。

適用しない。

なお、低入札価格調査等により、上記の工事開始期限日以降に契約締結となった場合には、余裕期間は

契約を変更することにより、工事開始日の変更をすることができる。

契約締結後において、工事開始日の変更の必要が生じた場合は、監督職員と協議の上、工期に係る

（ただし、令和 年 月 日（工事開始期限日）までに工事を開始すること。）

（余裕期間を含まないことに留意するものとする。）

工事現場に常駐しないものとする。

工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。

https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/

滋賀県＞事業者の方＞入札・売却・指定管理＞公共工事＞記事一覧「余裕期間制度について」

交通部）」に基づくものとする。 滋賀県ホームページ

（滋賀県）」および「建設工事における余裕期間制度 運用マニュアル（令和3年2月）（滋賀県土木

取扱いについては、滋賀県ホームページ掲載の「工事における余裕期間制度実施要領（令和5年12月）

なお、受注者は、契約を締結するまでの間に、所定の様式により、工事開始日を通知すること。

発注者が示した工事開始期限日までの間で、受注者は工事開始日を任意に設定することができる。

行うことができる余裕期間（契約締結日から工事開始日の前日までの期間）を設定した工事であり、

６.実工期：工事開始日から終期日まで

５.受注者は工事開始日の前日までに現場代理人等を定め、所定の様式により届け出るものとする。

４.コリンズ へ登録する技術者の従事期間は、実工期の範囲で従事する期間を登録するものとする。

３.余裕期間内は、主任技術者または監理技術者を配置することを要しない。また、現場代理人は

２.余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、

・事前調査結果を作業場に備え付け、掲示すること。

・事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

・石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規定に規定する建築物石綿含有建材調査者等、

・大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令等に基づき

なお、学校の長期休暇(夏休、冬休、春休)は監督職員と協議の上、非対象期間とすることができる。

週休２日の取り組みを実施しない場合は、請負代金額のうち労務費補正分を減額変更する。

満たない場合は、現場閉所（現場休息）の状況に応じて請負代金額のうち労務費補正分を減額変更する。

４週８休以上の現場閉所（現場休息）を前提に労務費を補正して予定価格を作成しており、４週８休に

「(営繕工事版)週休２日取組促進型工事実施要領」により行う。

(営繕工事版)週休２日取組促進型工事(受注者希望方式)である。費用の計上等の運用にあたっては、

本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して週休２日に取り組む旨を協議した上で工事を実施する

１.本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を

負担により作成するものとする。

拡大防止対策を行う場合は、受発注者間で設計変更の協議を行うこととする。協議における資料は受注者の

必要と認める拡大防止対策のうち共通仮設および現場管理の範囲を超え、受注者が追加で費用を要する

対策を記載するものとする。

受注者は、施工計画書の作成にあたり、「その他」の事項として新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

1 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発注工事等に対して不当介入

滋賀県の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入に関する

通報制度」の徹底について）

(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品

(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

オ 環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

イ 電線管について、図示ない限り屋内露出配管はねじなし電線管（Ｅ管）、屋内いんぺい配

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。

を提出し徹底を図ること。

受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書

にその旨報告する。

場において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときには、速やかに監督職員

受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、現

すること。

図ること。又、工事区分の取合について図示あるも施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密に

受注者は、工事別の業者間で互いに連絡をとり、定期的に協議会を行い、工事施工上の調整を

資料等の提出がなされていない場合は評価しないものとする。

と判断し、施工等に反映されていた場合に評価するものとし、実施前に施工計画書に記載または

的に創意工夫等にかかる資料が監督員職員あて提出され、それらの項目が創意工夫等に該当する

等」という）に対する評価は、施工計画書にそのことが記載され、または事前に受注者から自主

ただし、工事成績評定においての高度技術、創意工夫または地域社会への貢献(以下「創意工夫

きる。

社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに提出することがで

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、または地域

機械設備工事 ）の受注者を指名する。

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、（ 建築工事 電気設備工事

ずること。又、施設運営についても、担当者と協議を行い支障なき様に努めること。

ると共に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなき様留意し、全般に支障なき様万全の策を講

工事車輌の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置す

衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

備品 机、いす、書棚、黒板、製図板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、受注者加入電話の子機、

規模 １号 ２号 ３号 ４号 ５号 設けない

受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

引渡を要するもの:

①本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係

を提出して承諾を受けること。

受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書

工事着手前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講ずること。

その機能を低下せしめてはならない。

施工に際し、既設内容、取合いをよく調査すると共に既存施設の担当者と十分協議を行い、

部補強は建築工事とするも、事前に施工図を作成し、監督職員、建築工事業者承認の上とする。

コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強及び仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開口

提出すること。なお、責任施工のものは、請負契約者、施工下請業者、材料製造所連名書とする。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書及びその写し各一部を

受注者は完成検査前に関西電気保安協会等検査機関の検査を受け合格すること。

合は､監督職員の承諾を受ける｡

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

仕様書に位置付けのある「建設工事公衆災害防止対策要綱」は新要綱に読み替える。

（国土交通省告示第496号 令和元年9月2日、以下「新要綱」）」が告示されたため、公共建築工事標準

建設業法（昭和24年法律第100号）第25条の27第2項の規定に基づき「建設工事公衆災害防止対策要綱

公共事業に係る環境配慮指針実施要領に基づく、チェックシートを作成し提出すること。

監督職員と協議するものとする。

十分に指導を行うものとする。

また、受注者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、

とともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行う

をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要求または業務の妨害）を受けた

により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

3 受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、

2 受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)

上、処理する。

の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また、撤去工事は、特に既設配線の行先を調査確認の

ル 当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示により迂回等

ヌ 機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

配管施工後に仕上塗装を行う。

リ 露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行い、

(ＥＰＳ、共同溝内の塗装 要・否)

チ 次に示す箇所以外の露出配管は、全て塗装する。(機械室、電気室内の塗装 要・否)

ト プルボックスは工場製作品を使用する。

ヘ 将来用予備空配管には、ビニル被覆鉄線(1.6㎜)を入線し、名札を取付ける。

ホ 照明器具は原則として、LED器具及び公共施設用器具とすること。

ニ 建物EXPJ部分及び機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆付きとする。

ハ スイッチが多数ある場合には監督職員と協議し、ネームスイッチを使用する。

ロ 図示ない限り配線器具プレートは新金属製またはステンレス製とする。

ポリエチレンライニング電線管（PE管）とする。

波付硬質ポリエチレン管（FEP管）を使用する。なお、高圧配線の地中埋設配管については、

管は合成樹脂製可とう電線管(PF管)、屋外露出配管は薄鋼電線管（CP管）、屋外埋設配管は

こと。

（３）受注登録の内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更登録を行う

（２）竣工登録の期限は、工事完成後10日以内とする。

（１）受注登録の期限は、契約締結後10日以内とする。

実績)」の写しを監督職員に提出しなければならない。提出の期限は、以下のとおりとする。

日本情報総合センター(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「登録内容確認書(工事

ステムに基づき、「登録のための確認のお願い」を作成し監督職員の確認を受けた後、(一財)

受注者は、工事請負代金 500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力シ

材料、工法を用いないこと。

全量回収し、大気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した

冷媒にフロン類を使用している機器の撤去においては、フロン排出抑制法に基づきフロン類を

に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共

ストシステムにより的確に実施すること。

③受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法１２条の３によるマニフェ

速やかに報告のこと。

を遵守し、一定規模以上の工事においては、再生資源利用「促進」計画書及び同実施書を作成し

②「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱

実施すること。また、着工前の同法第１１条の「通知」は受注者が提出すること。

を資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化等を

監督職員の指示により社内測定検査のみとする場合がある。（測定記録書提出）

ることとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場

各種下請業者、機器材料等県内で供給できるものについては、極力県内業者、県産品を選定す

・ その他（ ）

電気工作物、に係る工事の場合）

電気工作物および自家用電気工作物（需要設備）のうち、電圧六百ボルト以下で使用する

（電気事業法第52条第2項に規定される電気主任技術者を選任しないことができる自家用

・ 第１種電気工事士

・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事監理指針 最新版 の定めによる者

電気保安技術者は、次による者とし、監督職員の承諾を受けること。

術者等の工事現場費の専任を要しない。

なお、日程上の都合上、契約工期満了後に検査が行われた場合は、契約工期満了後の監理

検査の結果を通知した日(契約約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

専任を要しない。なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該

した日から契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

②滋賀県建設工事請負約款（以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了

せにおいて定める。

任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員との打合

工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専

・請負契約締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設

者の工事現場への専任を要しない。

・請負契約の締結日から令和 年 月 日までの期間については、主任技術者または監理技術

ていない期間については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。

②工事が完成し、事務手続き、後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が行われ

なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

事等が開始されるまでの期間）については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。

・請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工

への常駐は要しない。

・請負契約の締結の日の翌日から令和 年 月 日までの期間については、現場代理人の工事現

る運用基準（滋賀県土木交通部）」による。

現場代理人が他の工事の現場代理人を兼務できる条件は､別に定める「現場代理人の常駐に関す

に関する説明書作成の手引き」を参考とし、詳細については監督職員の指示による。

電子データを提出するものとする。なお、作成に際しては、国土交通省作成の「建築物等の利用

① 技術者の専任を要しない期間

現場代理人は､受注者との直接的な雇用関係が確認できる資料を監督職員に提出すること。

①現場代理人の常駐を要しない期間

契約約款第10条第3項の規定に基づく現場代理人の常駐義務を緩和する期間および本工事における

原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。

写真撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真撮影ガイドブック」に準ずる。

保全に関する資料は標仕により作成し、監督職員に指示された必要部数の原本、複写図および

なお、標仕の表1.7.1の完成図の種類に本特記仕様書を加えたものとする。

(縮小版A4サイズ) 部を提出するものとする。

完成図の種類、記入内容および様式は標仕により作成し、原図、ＣＡＤデータおよび焼付製本

課 最新版）に従う。

施工に際し、施工手引き書である電気設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事監理指針 最新版 に準ずる

ニ その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

その指示に従い入念に施工する。

ハ 本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、

ロ 必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とし、速やかに処理する。

により完全に施工する。なお上記相互間に相違のある場合の優先順位は記載の順序とする。

一般共通事項の扱いは、本工事が単独の工事又は分離発注の場合は以下の全項目を適用し、
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金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

じた場合で軽微なものは監督職員の指示により本工事により行う。

なお、警備計画の変更、建築構造上の変更等により配管ルートに変更が生

警備保障会社と事前に打合せを行い、支障の無いように施工する。

各種ｾﾝｻｰの取外し、再取付を行う。

機器据付より試運転調整までとする。

JISA4201に準じて施工する。

なお、メーカーの責任施工とし、建築工事とよく打合せの上、施工する。

突針取付けより接地極埋設までの配管配線接地測定を行う。

EM-IE HIV HP EM-AE EM-HP

なお、メーカーの責任施工とし、建築工事とよく打合せの上、施工する。

調整までとする。

連動制御盤 より末端感知器・自閉器具までの配管、配線、器具取付け、

凡例による

EM-IE EM-AE EM-CPEE

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

付ける。

建築構造上取付けの必要が生じたときは、監督職員の指示に従い本工事において取

メーカー責任施工とし､所轄消防署と協議の上､完全に施工する。なお、図示なくも

ｶﾞｽ漏れ警報器の撤去、新設、調整を行う。

凡例による

EM-IE HIV HP EM-AE

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

取付ける。

も建築構造上取付けの必要が生じたときは、監督職員の指示に従い本工事において

メーカー責任施工とし、所轄消防署と協議の上、完全に施工する。なお、図示なく

感知器の撤去、新設、調整を行う。

アンテナ位置は建築意匠、強度等を考え監督職員と協議する。

施工前に測定し、各局毎の電界強度測定値を提出する。

地上デジタル波対応機器とする。

EM-S-5CFB EM-S-7CFB

アンテナ より末端整合器までの配管、配線、器具取付け、調整までとする。

CPV(制御用EPゴム絶縁ビニルシースケーブル) EM-AE EM-EBT

EM-CPEE(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

EM-IE 芯ビニルコード

主装置 より子機に至る配管､配線､機器取付け､調整までとする。

EM-CPEE(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

PE-V(構内ケーブル) EM-TIEF(屋内用通信電線)

CCP(市内ＣＣＰケーブル) EM-BTIEE(電子ボタン電話用ケーブル)

電子ボタン式 電子交換式

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

調整を行う。

既設ﾎﾞﾀﾝ電話機の取外し及び再取付、Wifi用ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの取外し及び再再取付、新設、

凡例による

EM-IE HIV EM-HP MVVS EM-AE

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

ｽﾋﾟｰｶ、ｱｯﾃﾈｰﾀの撤去、新設、調整を行う。

EM-IE HIV OW DV 600V EM-CE 600V EM-CET EER FP-C

3相3線式210V 3相 線式 V

漏電遮断器回路は、他の接地線に接続せず単独接地とする。

動力盤 より機器までの配管配線とする

実施 する しない

大角埋込形

姿図による

EM-IE 600V EM-CE 600V EM-CET EEF FP-C

金属管工事 PF管工事 ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線工事 ｺﾛｶﾞｼ配線工事

EM-IE OC DV 600V EM-CE 600V EM-CET EER EEF FP-C

3相3線式210V 単相 3線式 210/105V

Ｂ種接地抵抗値は、関西電力と打合せた値とする。

電力ヒューズ（ 組） フック棒（大・小） 絶縁マット

KIP PDC 銅棒

３相 単相

高圧配電盤 低圧配電盤

屋内型 フレーム組立開放型 キュービクル

1次側 3相3線式6,600V、2次側 3相 3線式210V 単相 線式 V

高圧引込線接続より､各機器取付け及び低圧配電盤取付け完了までとする｡

要 不要

6kV EM-CE 6kV EM-CET 600V EM-CE 600V EM-CET OE DV

地中 架空

相 線式 Ｖ

高(低)圧引込み口より、受電設備(開閉器)に至るまでとする。

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

イ ン タ ー ホ ン

時 計

放 送 機 器

配 線 器 具

照 明 器 具

配 線 用 遮 断 器

配 分 電 盤

キ ュ ー ビ ク ル

コ ン デ ン サ

変 圧 器

高 圧 遮 断 器

高 圧 開 閉 器

電 線 管 類

ケ ー ブ ル 類

電 線 類

使 用 電 線

施 工 方 法

電 気 方 式

工事範囲及び説明

そ の 他

照 明 器 具

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

そ の 他

使 用 電 線

施 工 方 法

分 電 盤

電 気 方 式

工事範囲及び説明

付 属 品 ・ 予 備 品

母 線

変 圧 器

配 電 盤

形 式

電 気 方 式

工事範囲及び説明

そ の 他

負 担 金

使 用 電 線

施 工 方 法

電 気 方 式

工事範囲及び説明 施 工 方 法

工事範囲及び説明

配 管 材 料

機 器 仕 様

使 用 電 線

定 格

施 工 方 法

工事範囲及び説明

試 験 用 端 子

施 工 方 法

施 工 方 法

工事範囲及び説明

機 器 仕 様

使 用 電 線

工事範囲及び説明

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

電 界 強 度 測 定

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

使 用 電 線

方 式

施 工 方 法

工事範囲及び説明

そ の 他

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

10

12

13

16

14

15

８

雷
保
護
設
備

機 器 仕 様

11

設
備

※

※

※

※

特 記 事 項項 目種目 適用

使 用 導 線

突 針

日本内燃力発電設備協会認定合格品とする。

使 用 機 材 製 造 者 指 定

本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

製 造 業 者適用 機 材 名

２

１

１

１

ＲＣ

ＲＣ

様書、同改修工事標準仕様書および同設備工事標準図（電気設備工事編）最新版（以下､「標仕」という）

※

※

※

※

受注者は､建設業法で定める専任の技術者の任命を行い､現場に派遣し､技術管理にあたらせること｡

計

一

般

共

通

事

項

による。

１．図面及び仕様書に記載されていない事項は、すべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕

２．項目は、○印の付いたものを適用する。

仕様書

備工事

電気設

・工事区分表による。

一

般

共

通

事

項

建

物

概

要

工

事

概

要

備 考棟数延面積（㎡）階 数構 造名 称No

※該当工事には適用欄に○印を附す。

別途工事

三菱電機

寺田電機製作所

富士電機

パナソニック

東芝ライテック

日立製作所パナソニック

神保電器

岩崎電気

ケアコム アイホン

内外電機パナソニック 日東工業



２

Ｐ

２

２

Ｐ

２

２

２

２

２

２

／

２

２

２

Ｐ

２

２

２

２

２

２

／

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

／

２

２

２

Ｐ

２

２

２

２

２

／

２

φ１５０

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

φ１５０

器具光束：１３７５ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：８４５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、可変配光型

美光色タイプ

１００Ｖ配線ダクト取付型、首振角度約９０度、水平回転角度３６０度

光源寿命：４００００時間（光束維持率７０％）

４０００Ｋ、Ｒａ９５、狭角～広角、配光調整機能付

器具光束：１１７０ｌｍ（出荷時１８°）、消費電力：１４．６Ｗ、電圧：１００Ｖ

灯具：アルミダイカスト（ブラックつや消し仕上）

180 42

消取

外 泊

電源/電池 点検

談相

緊 急

備 考

電源電圧

形 状

AC100V 50/60Hz

自己消火性樹脂

5ヵ所

据置・壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

通報先登録数

ノンロック式備 考

自己消火性樹脂

防沫形

材 質

壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)形 状

材 質

ワイヤレス機器 登録数 最大16個

E



2.0

(PF22)
2.0

VV-F 2.0-3C

(PF22)

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

名 称

(PF16）

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

電 灯 回 路

VV-F 2.0-2C

凡 例 特 記 事 項

記 号 特記なき配管配線は下記とする。

(PF22)

VV-F 1.6-3C

1P15Ax1

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

2.0

埋込型スイッチ

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

VV-F 1.6-2C

配管配線種別

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

アウトレットボックス

プルボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

確認表示灯付きスイッチ（3路）

L

保護管

確認表示灯付きスイッチ

取外し再取付を示す

1P15Ax2

1P15Ax2

L3



B

B

B

C

A

A

B
C

B

B

L3

L3

B

プルボックス 鋼板製 150×150×150

アウトレットボックス

プルボックス

(PF16）

(PF22)
2.0

VV-F 2.0-3C

(PF22)

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

名 称

(PF16）

保護管
保護管

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

確認表示灯付きスイッチ

電 灯 回 路

VV-F 2.0-2C

凡 例 特 記 事 項

L

特記なき配管配線は下記とする。

(PF22)

VV-F 1.6-3C

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

2.0

1P15Ax2

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

VV-F 1.6-2C

配管配線種別

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

1P15Ax1埋込型スイッチ

1P15Ax2確認表示灯付きスイッチ（3路）
L3

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

EM-EEF 1.6-3C(1E)

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親機・8Aタイプ・広角形

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

(PF22)

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む） 防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

1P15Ax1 ネーム付

アウトレットボックス

B

天井内隠蔽配管配線工事

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 2.0-3C(1E)

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形

特記なき配管配線は下記とする。

A

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機

埋込型スイッチ

貫通穴はコンセント共用とする。

露出配管工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

記 号

(PF22)

C

EM-EEF 1.6-2C

名 称

特 記 事 項

配管配線種別

凡 例

電灯分電盤

1P15Ax2 ネーム付確認表示灯付き埋込型スイッチ
L

カバープレート取付

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

LEDスポットライト

100V用配線ダクト（1.345ｍ）

100V用配線ダクト（2.0ｍ）

１００Ｖ配線ダクト取付型

天井取付

天井取付



ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

埋込型スイッチ（接地極接地端子付） 2P15Ax2
2EET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

2E

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

IV2.0ｘ3

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地極付） 2P15Ax2

保護管

電灯分電盤

プルボックス

取外し再取付を示す

アウトレットボックス



ET

ET

ET

ET ET ETET

ET

ET

ET

ET

2E

2E2E 2E

2E

ET

ET

ET

ET

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

埋込型スイッチ（接地極接地端子付） 2P15Ax2
2EET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

電灯分電盤

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

2E

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

IV2.0ｘ3

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地極付） 2P15Ax2

保護管
(PF22)

保護管

電灯分電盤

プルボックス

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特 記 事 項

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

差 込 回 路

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

埋込型スイッチ（接地端子付） 2P15Ax1

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-EEF 2.0-3C(1E)

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

凡 例

名 称

アウトレットボックス

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

ET

カバープレート取付

取外し再取付を示す
取外し再取付を示す

アウトレットボックス



凡 例

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

記 号 名 称

電灯分電盤(新設)

露出配管配線

電灯分電盤(既設)



E

E

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

AE 1.2－4C

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

特記なき配管配線は下記とする。

配管配線種別

名 称

凡 例

(PF16）

特 記 事 項

AE 1.2－3C

呼 出 回 路

天井内ころがし配線工事

AE 1.2－2C

露出配管工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

天井埋込型スピーカー 3W

記 号
記 号

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

露出配管工事

名 称

凡 例

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路

EM-AE 0.9－2C

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）EM-AE 1.2－3C

特 記 事 項

(PF16）

(PF16）

(PF16）EM-AE 1.2－4C

天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)

4

E

光電式スポット型感知器 非蓄積型 埋込型
光電式スポット型感知器 ２種 非蓄積型 埋込型

(PF16）

保護管
保護管

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

弱電端子盤(既設)

プルボックス 鋼板製 150×150×150

6 1 3



ET

2E

埋込型スイッチ（接地極付） 2P15Ax2
2E

名 称

天井内ころがし配線工事

記 号

凡 例

露出配管工事

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

プルボックス 鋼板製 150×150×150

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

弱電端子盤(既設)

（再） 取外し再取付を示す

埋込型スイッチ（接地端子付） 2P15Ax1

緊急通報装置

ET
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L L

(PF22)
2.0

VV-F 2.0-3C

(PF22)

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

名 称

(PF16）

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

電 灯 回 路

VV-F 2.0-2C

凡 例 特 記 事 項

記 号 特記なき配管配線は下記とする。

(PF22)

VV-F 1.6-3C

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

1P15Ax1

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

2.0

埋込型スイッチ
保護管

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

VV-F 1.6-2C

配管配線種別

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

アウトレットボックス

プルボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

EM-EEF 1.6-3C(1E)

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親機・8Aタイプ・広角形

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

(PF22)

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

1P15Ax1 ネーム付

アウトレットボックス

B

天井内隠蔽配管配線工事

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 2.0-3C(1E)

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形

特記なき配管配線は下記とする。

A

(PF16）

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機

埋込型スイッチ

貫通穴はコンセント共用とする。

露出配管工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

記 号

(PF22)

C

EM-EEF 1.6-2C

名 称

特 記 事 項

配管配線種別

凡 例

電灯分電盤

1P15Ax2 ネーム付確認表示灯付き埋込型スイッチ
L

カバープレート取付

確認表示灯付きスイッチ（3路）

L

取外し再取付を示す

保護管

確認表示灯付きスイッチ

取外し再取付を示す

1P15Ax2

1P15Ax2

L3



2.0
VV-F 2.0-2C 保護管：(PF22)

IV2.0ｘ3

床内隠蔽配管配線

電灯分電盤(残置)

天井内ころがし配線

保護管：(PF16）

名 称記 号

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

凡 例

天井内隠蔽配管配線

2E

2.0



ET ETET

ETET
ETET

2EET

2E

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

埋込型スイッチ（接地極接地端子付） 2P15Ax2
2EET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

電灯分電盤

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

2E

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

IV2.0ｘ3

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地極付） 2P15Ax2

保護管
(PF22)

保護管

電灯分電盤

プルボックス

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特 記 事 項

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

差 込 回 路

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

埋込型スイッチ（接地端子付） 2P15Ax1

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-EEF 2.0-3C(1E)

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

凡 例

名 称

アウトレットボックス

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

ET

カバープレート取付

取外し再取付を示す
取外し再取付を示す

アウトレットボックス



凡 例

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

記 号 名 称

電灯分電盤(新設)

露出配管配線

電灯分電盤(既設)



E E

4

2E
ET

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

AE 1.2－4C

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

特記なき配管配線は下記とする。

配管配線種別

名 称

凡 例

(PF16）

特 記 事 項

AE 1.2－3C

呼 出 回 路

天井内ころがし配線工事

AE 1.2－2C

露出配管工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

天井埋込型スピーカー 3W

記 号
記 号

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

露出配管工事

名 称

凡 例

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路

EM-AE 0.9－2C

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）EM-AE 1.2－3C

特 記 事 項

(PF16）

(PF16）

(PF16）EM-AE 1.2－4C

天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)

4

E

光電式スポット型感知器 非蓄積型 埋込型
光電式スポット型感知器 ２種 非蓄積型 埋込型

(PF16）

保護管
保護管

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

弱電端子盤(既設)

プルボックス 鋼板製 150×150×150

6 1 3
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